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本評価における対象設備等の耐震重要度分類と評価上の扱い（１／２） 

本評価での扱い 
耐震 

クラス 
設備等の名称 

評価上の扱い 
評価対象 

（炉心／SFP）

i) 原子炉冷却材圧力バウンダリを構成する機器･配管系 

・ 原子炉容器 

・ 蒸気発生器 

・ １次冷却材ポンプ 

・ 加圧器 

・原子炉格納容器は水密化されており、

津波単独事象で、これらの機能が喪失す

ることはないと評価 

－ 

ii) 使用済燃料を貯蔵するための施設 

・ 使用済燃料ピット 
・使用済燃料ピットは、津波単独事象で

その機能が喪失することはないと評価 
－ 

・ 使用済燃料ピット補給水系 

・緩和系：SFP にある燃料の重大な損傷

を防止する収束シナリオの緩和系（フロ

ントライン系）として考慮（※Ａ） 

SFP 

iii)原子炉の緊急停止のために急激に負の反応度を付加するための施設、及び原子炉の

停止状態を維持するための施設 

・ 制御棒クラスタおよび

制御棒駆動装置 

・原子炉格納容器は水密化されており、

津波単独事象で、これらの機能が喪失す

ることはないと評価 

－ 

・ ほう酸注入（移送）系 

・緩和系：炉心にある燃料の重大な損傷

を防止する収束シナリオの緩和系（フロ

ントライン系）として考慮（※Ｂ） 

炉心 

iv)原子炉停止後、炉心から崩壊熱を除去するための施設 

・ 主蒸気系 

（蒸気発生器～主蒸気隔離弁）
・緩和系：※Ｂ 炉心 

・ 主給水系 

（主給水逆止弁～蒸気発生器）
・緩和系：※Ｂ 炉心 

・ 補助給水系 ・緩和系：※Ｂ 炉心 

・ 復水タンク ・緩和系：※Ｂ 炉心 

・ 余熱除去系 ・緩和系：※Ｂ 炉心 

v)原子炉冷却材圧力バウンダリ破損事故後、炉心から崩壊熱を除去するための施設 

・ 安全注入系 ・緩和系：※Ｂ 炉心 

・ 余熱除去系（ＥＣＣＳ） ・緩和系：※Ｂ 炉心 

Ｓ 

・ 燃料取替用水タンク 

・緩和系：炉心及び SFP にある燃料の重

大な損傷を防止する収束シナリオの緩

和系（サポート系）として考慮(※Ｃ) 

炉心／SFP 
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本評価における対象設備等の耐震重要度分類と評価上の扱い（２／２） 

本評価での扱い 耐震 

クラス 設備等の名称 
評価上の扱い 

評価対象 

（炉心／SFP）

vi)原子炉冷却材圧力バウンダリ破損事故の際に、圧力障壁となり放射性物質の放散を

直接防ぐための施設 

・原子炉格納容器 
・原子炉格納容器は、津波単独事象で

その機能が喪失することはないと評価。
－ 

vii) 放射性物質の放出を伴うような事故の際に、その外部放散を抑制するための施設

で直接防ぐための施設で上記 vi)以外の施設 

・格納容器スプレイ系 ・緩和系：※Ｂ 炉心 

・燃料取替用水タンク（再掲） ・緩和系：※Ｃ 炉心／SFP 

・格納容器循環空調装置 ・緩和系：※Ｂ 炉心 

viii) 補助設備 

・ 原子炉補機冷却水系 

・起因事象：「補機冷却水の喪失」とし

て考慮 

・緩和系：※Ｃ 

炉心／SFP 

・原子炉補機冷却海水系 ・緩和系：※Ｃ 炉心／SFP 

・非常用電源 ・緩和系：※Ｃ 炉心／SFP 

・計装設備 ・緩和系：※Ｃ 炉心／SFP 

Ｓ 

 

・制御用空気系 ・緩和系：※Ｂ 炉心 

Ｂ ・ 使用済燃料ピット冷却系 

・起因事象：「SFP 冷却機能喪失」として

考慮 

・緩和系：※Ａ 

SFP 

iv)その他 

その

他 

耐震 B,C クラス設備 

（上記「使用済燃料ピット冷却

系」を除く） 

・起因事象：「過渡事象」、「主給水喪失」、

「外部電源喪失」として考慮 
炉心／SFP 
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１ 評価方法 
想定津波による水位変動の評価は，「原子力発電所の津波評価技術」（土木学

会，2002 年) (1)に基づき実施した。評価フローを第 1-1 図に示す。 
既往津波について，文献調査を基に敷地周辺に影響を及ぼしたと考えられる

津波を抽出し，数値シミュレーションを行うことにより既往津波の再現性の検

討を行い，解析モデル及び計算方法の妥当性確認を行う。 
次に，想定津波として文献調査並びに敷地周辺の活断層調査結果に基づき，

海域活断層及び日本海東縁部に想定される地震に伴う津波を設定し，これらを

対象としたパラメータスタディを行うことにより，第 1-2 図に示す津波水位の

評価地点における水位変動を検討し，設計想定津波を確定する。 
次に，この設計想定津波に潮位条件を考慮し，設計津波高さを算定する。 
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第 1-1 図 評価フロー 
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地震地体構造等の知見を踏まえた
基準断層モデルの設定

評価対象波源の抽出

設計想定津波の確定

【概略パラメータスタディ】
・傾斜角：60°
・走向：基準断層モデルの走向を

基準として±10°
・上縁深さ：0km

潮位条件

日本海東縁部に想定される地震に伴う津波 海域活断層に想定される地震に伴う津波

海上音波探査結果，文献調査等による
基準断層モデルの設定

簡易予測式による
推定津波高さ1m以上

【概略パラメータスタディ】
・傾斜角

敷地前面海域の活断層：調査結果に基づく傾斜角
敷地周辺海域の活断層：45°,67.5°,90°

・応力場：90°,100°,110°,120°
・上縁深さ：0km

【詳細パラメータスタディ】
（日本海東縁部の活断層が抽出された場合）

・位置補正：短辺方向に±1/2dx,長辺方向に±1/3dy,±2/3dy
・傾斜角：30°,45°,52.5°,60°
・上縁深さ：0km,2.5km,5km

（海域活断層が抽出された場合）
・傾斜角

敷地前面海域の活断層：調査結果に基づく傾斜角
敷地周辺海域の活断層：概略パラメータスタディで最大となる傾斜角を基準として±7.5°,±15°

・応力場：概略パラメータスタディで最大となる応力場を基準として±5°
・上縁深さ：0km,2.5km,5km

設計津波高さの算定

文献調査などによる対象津波の抽出

津波高の吟味

断層モデルの設定

数値計算

再現性は十分か再現性は十分か

再現性向上のため
断層ﾓﾃﾞﾙ,数値計算
諸条件等を修正

No

Yes
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２ 既往津波の再現性の確認 
敷地周辺の既往津波の発生状況及び痕跡高について文献調査を行い，敷地に

影響を及ぼしたと考えられる既往津波を選定する。また，選定した既往津波に

ついて数値シミュレーションによる痕跡高の再現性検討を行い，解析モデル及

び計算手法の妥当性を確認する。 
 
2.1 文献調査等 

既往津波に関して，文献調査(2)～(7)を実施した。文献調査によれば，若狭

湾周辺に大きな被害をもたらした津波はなく，美浜発電所付近に比較的大

きな水位変動を与えたと考えられる津波には，1983 年日本海中部地震津波

及び 1993 年北海道南西沖地震津波がある。 
   これらは美浜発電所で津波高さが記録されており，1983 年日本海中部地

震津波では 0.80m の振幅を，1993 年北海道南西沖地震津波では T.P.‐0.33
～+0.45m（T.P.は東京湾平均海面）の水位変動を記録している。 

 
2.2 既往津波の数値シミュレーション 

(1) 対象津波の抽出 
   文献調査等の結果を踏まえ，既往津波の数値シミュレーションの対象津

波として，1983 年日本海中部地震津波及び 1993 年北海道南西沖地震津波

を抽出した。 
   既往津波の検討に用いた断層モデルは，1983 年日本海中部地震津波では

相田(1984)(13)の「Model-10」を，1993 年北海道南西沖地震津波では高橋

他(1995)(14)の「DCRC-26 モデル」を基本とし，数値シミュレーションを

行った。 
 

(2) 数値シミュレーションの手法 
数値シミュレーションの計算手法及び計算条件を第 2-1 表に示す。 

   地形のモデル化にあたっては，海上保安庁等による最新の地形図(17)～(20)

及び海上音波探査の結果ならびに自社で実施している深浅測量の結果を用

いて地形データを作成し，Shuto et al.(1986)(21)の基準に従って，水深と津

波の周期から推定される津波の波長を基に，空間格子間隔を設定した。ま

た，設定された空間格子間隔に対して，計算の安定条件（ＣＦＬ条件）を

満足するように，時間格子間隔を設定した。数値シミュレーションに用い

た計算領域の空間格子間隔を第 2-1 図に示す。 
 
 (3) 再現性の評価 

数値シミュレーションによる既往津波の再現性の評価は，敷地周辺及び

日本海沿岸における痕跡高と数値シミュレーションによる計算結果との比

較により実施した。 
再現性の評価の指標としては，相田(1977)(22)による痕跡高と津波シミュ
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レーションによる計算結果との比から求める幾何平均 K 及びばらつきを

表す幾何標準偏差 を用いた。 
以下に幾何平均 K 及び幾何標準偏差 の算定式を示す。 

i

i
i

n

i
i

n

i
i

H
R

K

KK
n

K
n

K

2
1

1

22

1

loglog1log

log1log

 

ここで， iR は i 番目の地点の観測値（痕跡高）， iH は i 番目の地点の計

算値である。なお，幾何平均 K 及び幾何標準偏差 については，土木学会

(2002)(1)により再現性の目安が以下のように示されている。 
 

45.1
05.195.0 K  

 
上記で設定した断層モデルを用いた数値シミュレーションによる計算結

果と痕跡高との比較及びその再現性の評価の結果を第 2-2 図に示す。 
1983 年日本海中部地震津波に対しては K ＝1.01， ＝1.37，1993 年北

海道南西沖地震津波に対しては K ＝1.01， ＝1.37 が得られたことから，

既往津波に対する数値シミュレーション結果の再現性は良好であり，解析

モデル及び計算手法の妥当性が確認された。 
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第 2-1 表 数値シミュレーションの計算手法及び計算条件 

 
設定項目 設 定 

基礎方程式 非線形長波理論式及び連続式(後藤他(1982)(15)) 

変数配置 スタッガードシステム 

連続式及び運動方程式

の圧力項の差分 
リープフロッグ法 

移流項の差分 一次の風上差分法 

計
算
手
法 

計
算
ス
キ
ー
ム 

摩擦項の差分 陰的に近似 

計算領域 
対馬海峡から間宮海峡に至る東西方向約1,500km，南北方向約

2,000km 

空間格子間隔 1,350m→450m→150m→50m→25m→12.5m 

時間格子間隔 0.3秒 ※安定条件(CFL条件)を満足するように設定 

初期条件 
断層モデルを用いて，Mansinha et al.(1971)(16)の方法により計算さ

れる海底面の鉛直変位分布を初期条件とする 

沖側境界 特性曲線法をもとに誘導される自由透過の条件(後藤他(1982)(15)) 境
界
条
件 陸域境界 完全反射条件 

海底摩擦 マニングの粗度係数 n=0.030(土木学会(2002)(1)) 

水平渦動粘性係数 0m2/s 

計
算
条
件
等 

計算時間 
海域活断層に想定される地震に伴う津波：3.0時間 

日本海東縁部に想定される地震に伴う津波：6.0～7.5時間 

 
基礎方程式：非線形長波理論式及び連続式 

0
y
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x
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t
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x
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M

c  
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NQf
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xt
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c  

ここに，t：時間， yx, ：平面座標， ：水面の鉛直変位量，D：全水深( hD )，
h：静水深， uDM ， vDN ， vu, ： yx, 方向の流速， 22 NMQ ，g：重力加速度，

312Dgnfc ， n：マニングの粗度係数 
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第 2-1 図 計算領域の空間格子間隔 
 

領域番号 

空間格子 

間隔 

Δx(m) 

最大 

水深 

hmax(m) 

CFL 条件 

を満たす 

Δt(sec) ※1

1 1350 3800  4.95  

2,3 450 3700 1.67  

4 150 240  2.19  

5,6 50 90  1.19  

7,8,9 25 80  0.63  

10,11,12 12.5 60  0.36  

13 ※2 6.25 40  0.22  

N

領域5

領域6

領域7
領域10領域10

領域8

領域11

領域9

領域12

領域4

若狭湾

0 10 20km0

美浜発電所

領域13

max2gh
xt ここに， 

Δx :空間格子間隔 

Δt :時間格子間隔 

hmax :最大水深 

g :重力加速度 

※1

N

 領域4

 領域3

 領域2

領域1

間宮海峡
（タタール海峡）

北海道

九州
四国

本州

対馬海峡

韓国

日本海

宗谷
海峡

津軽海峡

ロシア

0 200km1000

※2 領域 13 の空間格子間隔が 6.25m の計算条件は「詳

細格子分割の数値計算モデルによる検討」で使用 
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計算結果と痕跡高の比較 

(1983 年日本海中部地震津波) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※ 痕跡高は東北大学工学部津波防災実験所(1984)(8)による 

 
 

(1993 年北海道南西沖地震津波) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※ 痕跡高は後藤他(1994)(9)，東北大学工学部災害制御研究センター(1994)(10)，首藤他(1997)(11)，阿部他

(1994)(12)による 

 
 

再現性の評価結果 

対象津波 地点数 
n  

幾何平均 
K  

幾何標準偏差
 

1983 年日本海中部地震津波 259 1.01 1.37 
1993 年北海道南西沖地震津波 153 1.01 1.37 

 
 

第 2-2 図 計算結果と痕跡高の比較及び再現性の評価結果 
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※痕跡高の記号は、計算モデルの

格子間隔に対応させて表示 

※痕跡高の記号は、計算モデルの

格子間隔に対応させて表示 
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3 想定津波による設計津波高さの検討 
津波の想定にあたっては，敷地周辺の海域活断層に想定される地震と日本海

東縁部に想定される地震に伴う津波を対象とする。 
海域活断層に想定される地震に伴う津波の数値シミュレーションにあたって

は，土木学会(2002)(1)に基づき，合理的な範囲で想定津波の断層モデルに係る

不確かさを考慮したパラメータスタディを実施した。 
日本海東縁部に想定される地震に伴う津波の数値シミュレーションにあたっ

ては，土木学会(2002)(1)に基づき，日本海東縁部で想定される地震規模に応じ

た波源の基準断層モデルを設定し，この断層モデルの諸条件を合理的と考えら

れる範囲内で変化させてパラメータスタディを実施した。 
パラメータスタディの結果，水位上昇，水位下降について発電所への影響が

最も大きくなる設計想定津波を確定し，設計想定津波について詳細な数値シミ

ュレーションを実施して設計津波高さを算定した。 
なお，検討対象断層の抽出，設計想定津波の確定にあたっては，水位変動量

のみではなく，地盤変動に伴う評価対象レベルの変動も考慮した。 
 

3.1 検討対象断層の選定 
(1) 海域活断層 

検討対象断層は，敷地前面海域及び敷地周辺海域において後期更新世以

降の活動を考慮する断層とする。敷地前面海域及び敷地周辺海域における

検討対象断層を第 3-1 図に示す。 
これらの断層について阿部(1989)(23)の簡易予測式により推定津波高さ

を算定し，数値シミュレーションを実施する評価対象波源を抽出した。簡

易予測式による推定津波高さの算定フローを第 3-2 図に，簡易予測式によ

る推定津波高さを第 3-1 表に示す。 
その結果，推定津波高さが 1m 以上となる和布－干飯崎沖～甲楽城断層，

ウツロギ峠北方－池河内断層，浦底－池河内断層，浦底－内池見断層，白

木－丹生断層，Ｃ断層，大陸棚外縁～Ｂ～野坂断層，三方断層，ＦＯ－Ａ

～ＦＯ－Ｂ断層及びＦＧＡ３東部断層を抽出した。 
 

  (2) 日本海東縁部 
日本海東縁部の想定津波として，北海道沖から新潟県沖までの広範囲な

海域にモーメントマグニチュード Mw=7.85 の基準断層モデルを設定した。

第 3-3 図に日本海東縁部における検討対象断層を示す。 
 
 

添付 5-(2)-2
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第 3-1 図 敷地前面および敷地周辺における検討対象断層 
 

 

①
和布－干飯崎沖～
甲楽城断層

⑥ Ｃ断層

②
ウツロギ峠北方－
池河内断層

⑦
大陸棚外縁～Ｂ～
野坂断層

③ 浦底－池河内断層 ⑧ 三方断層

④ 浦底－内池見断層 ⑨
ＦＯ－Ａ～
ＦＯ－Ｂ断層

⑤ 白木－丹生断層 ⑩ ＦＧＡ３東部断層
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第 3-2 図 簡易予測式による推定津波高さの算定フロー 
 

添付 5-(2)-2

(13/27)

活断層調査結果より，対象断層の位置と長さを設定

活断層の長さ

武村(1998)(24)
の関係により

断層幅Wを算定

                 L/W=1.5

L ＜ 22.5km 1)

1) 断層幅の上限Wtは，地震発生層の厚さHeを15kmとし，傾斜角δを90°(45～90°のうちMWが最

　大となる値)とした際には，Wt=He/sinδ=15kmとなる。断層幅の上限に対応する断層長さLt

　は，Lt=1.5Wt=22.5kmとなる。

断層幅が上限に
達していない時

断層幅の上限値に対応する

断層長さLt及びすべり量Dt

よりすべり量Dを算定
2)

　　　　　D=Dt×(L/Lt)

剛性率μより地震モーメント

M0を算定

           =3.5×1010 N/m2

                     M0=μDLW

地震モーメントM0からモーメントマグニチュードMWを算定(Kanamori(1977)(25))
MW=(logM0-9.1)/1.5

阿部(1989)(23)
の予測式により推定津波高さHtを算定

3)

logHt=MW-logΔ-5.55+C
C=0.2(日本海側)

2) 断層幅の上限に対応するすべり量Dtは、モーメントマグニチュードを

　MWt=(logLt+3.77)/0.75=6.83，地震モーメントをM0t=10(1.5Mwt+9.1)=2.21×1019Nm，

　剛性率を  =3.50×1010N/m2
とした際には，Dt=M0t/(μLtWt)=1.87mとなる。

武村(1998)(24)
の関係により

地震モーメントM0を算定

     logM0=2.0logL+16.64
          L∝D，W=const

L≧ 22.5km 1)

断層幅が上限に
達している時

3) logr0=0.5MW-2.25より求まるr0に対して，Δ≦r0となる場合はlogHr=0.5MW-3.30+C，C=0.2
　（日本海側）より求まるHrを推定津波高さとする。
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第 3-1 表  簡易予測式による推定津波高さ 
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断層長さ

L
断層幅

W
すべり量

D
地震
ﾓｰﾒﾝﾄ

M0

ﾓｰﾒﾝﾄ
ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ

Mw

敷地から断層
までの距離

Δ
推定津波高さ

Ht or Hr

(km) (km) (m) (N･m) - (km) (m)

①
和布－干飯崎沖～
甲楽城断層

60 15.0 － 1.57×1020 7.40 30.9 3.63

②
ウツロギ峠北方－
池河内断層

23 15.0 － 2.31×1019 6.85 11.8 2.11

③ 浦底－池河内断層 25 15.0 － 2.73×1019 6.90 11.4 2.24

④ 浦底－内池見断層 18 12.0 1.50 1.13×1019 6.64 8.2 1.66

⑤ 白木－丹生断層 15 10.0 1.25 6.55×1018 6.48 5.9 1.38

⑥ Ｃ断層 18 12.0 1.50 1.13×1019 6.64 6.1 1.66

⑦
大陸棚外縁～Ｂ～
野坂断層

49 15.0 － 1.05×1020 7.29 10.7 3.51

⑧ 三方断層 27 15.0 － 3.18×1019 6.94 15.5 2.34

⑨
ＦＯ－Ａ～
ＦＯ－Ｂ断層

35 15.0 － 5.35×1019 7.09 37.5 1.47

⑩ ＦＧＡ３東部断層 29 15.0 － 3.67×1019 6.98 38.5 1.11

断層名
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第 3-3 図 日本海東縁部における検討対象断層 
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3.2 概略パラメータスタディ 
(1) 海域活断層 

概略パラメータスタディでは，土木学会(2002)(1)に基づき，不確定性が

存在する因子のうち，広域応力場等を合理的と考えられる範囲で変化させ

た数値シミュレーションを実施した。 
水位上昇量が最大となるケースは，大陸棚外縁～Ｂ～野坂断層による地

震に伴う津波である。また，水位下降量が最大となるケースも大陸棚外縁

～Ｂ～野坂断層による地震に伴う津波である。 
 
(2) 日本海東縁部 

概略パラメータスタディでは，土木学会(2002)(1)に基づき，不確定性が

存在する因子のうち，基準断層モデルの走向を合理的と考えられる範囲内

で変化させたパラメータスタディを実施した。 
水位上昇量が最大となるケースは，E3 南活動域による地震に伴う津波

であり，水位下降量が最大となるケースは，E3B 中央活動域による地震に

伴う津波である。 
  
(3) 詳細パラメータスタディ検討対象断層の抽出 

海域活断層及び日本海東縁部の概略パラメータスタディの検討結果より，

詳細パラメータスタディにおける検討対象断層としては，水位上昇側につ

いては，大陸棚外縁～Ｂ～野坂断層を抽出した。また，水位変動量は小さ

いが、地盤変動を考慮した場合に，評価点Ｃにおいて，評価が厳しくなる

可能性のある白木－丹生断層についても検討対象断層として抽出した。 
一方，水位下降側については，日本海東縁部の断層（E3B 中央）を検討

対象断層として抽出した。また，水位下降量は小さいが，地盤変動量を考

慮した場合に，取水への影響が大きいＣ断層についても検討対象断層とし

て抽出した。 
 
 3.3 詳細パラメータスタディ 
  (1) 海域活断層 

詳細パラメータスタディでは，土木学会(2002)(1)に基づき，概略パラメ

ータスタディのパラメータ変動範囲を補間するように広域応力場及び上縁

深さを変化させた場合の数値シミュレーションを実施した。 
水位上昇量が最大となるケースは，大陸棚外縁～Ｂ～野坂断層の断層条

件が広域応力場 90°，上縁深さ 0km とした場合であった。 
 

(2) 日本海東縁部 
詳細パラメータスタディでは，土木学会(2002)(1)に基づき，地震発生領

域に対して断層の位置を補間的に移動させるとともに，傾斜角及び上縁深

さを変化させた場合の数値シミュレーションを実施した。 

添付 5-(2)-2
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水位下降量が最大となるケースは，E3B 中央活動域の断層条件が傾斜パ

ターン④，走向 200°，基準位置から南へ 22.9km，傾斜角 60°，上縁深

さ 0km とした場合である。 
 
(3) 設計想定津波 

海域活断層及び日本海東縁部の詳細パラメータスタディの検討結果より，

水位上昇側については，いずれの評価点においても水位上昇量の大きな大

陸棚外縁～Ｂ～野坂断層（広域応力場 90°，上縁深さ 0km）の地震に伴

う津波を設計想定津波に加え，水位上昇量は小さいが，地盤変動を考慮し

た場合に，評価点Ｃにおいてこれを上回る可能性のある白木－丹生断層（広

域応力場 100°，上縁深さ 0km）の地震に伴う津波を設計想定津波と確定

した。 
一方，水位下降側については，日本海東縁部の断層〔E3B 中央活動域〕

（傾斜パターン④，走向 200°，基準位置から南へ 22.9km，傾斜角 60°，

上縁深さ 0km）の地震に伴う津波に加え，水位下降量は小さいが，地盤変

動量を考慮した場合に取水への影響が大きいＣ断層（傾斜角 55°，広域応

力場 100°，上縁深さ 0km）の地震に伴う津波を設計想定津波と確定した。 
 
3.4 設計津波高さの算定 
  (1) 詳細格子分割の数値計算モデルによる検討 

設計想定津波に対して，詳細格子分割の数値計算モデルによる数値シミ

ュレーションを実施し，設計津波高さの検討を行った。 
数値シミュレーションにより算出された水位変動量に，東京湾平均海面

(T.P.)を用いた潮位条件（朔望平均満潮位 T.P.+0.45m，朔望平均干潮位 T.P.
‐0.15m）を考慮し，設計津波高さを算出した。 

詳細格子分割の数値計算モデルを第 3-4 図に，数値シミュレーションの

計算手法及び計算条件を第 3-2 表に示す。 
 

(2) 考慮する設計津波高さ 
大陸棚外縁～Ｂ～野坂断層（広域応力場 90°，上縁深さ 0km）による

最大水位上昇量の分布を第 3-5 図に，また代表地点位置における水位の時

系列変化を第 3-6 図に示す。水位上昇に関する設計津波高さは，評価点Ａ

で T.P.+2.13m，評価点Ｂで T.P.+2.17m，評価点Ｃで T.P.+1.89m である。 
白木－丹生断層（広域応力場 100°，上縁深さ 0km）による最大水位上

昇量の分布を第 3-7 図に，また代表地点位置における水位の時系列変化を

第3-8図に示す。水位上昇に関する設計津波高さは，評価点ＣでT.P.+2.37m
である。 

日本海東縁部の断層〔E3B 中央活動域〕（傾斜パターン④，走向 200°，

基準位置から南へ 22.9km，傾斜角 60°，上縁深さ 0km）による最大水位

下降量の分布を第 3-9 図に，また代表地点位置における水位の時系列変化

添付 5-(2)-2
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を第 3-10 図に示す。水位下降に関する設計津波高さは，評価点Ａで T.P.
‐1.20m，評価点Ｂで T.P.‐1.23m である。 

Ｃ断層（傾斜角 55°，広域応力場 100°，上縁深さ 0km）による最大

水位下降量の分布を第 3-11 図に，また代表地点位置における水位の時系列

変化を第 3-12 図に示す。水位下降に関する設計津波高さは，評価点Ａで

T.P.‐0.45m，評価点Ｂで T.P.‐0.46m であるが，地盤変動量を考慮した

影響の程度は日本海東縁部の断層〔E3B 中央活動域〕と同等であった。 
第 3-3 表に設計津波高さの算定結果を示す。最終的に美浜発電所におい

て考慮する設計津波高さは，上昇側については T.P.+2.37ｍ，下降側につい

ては T.P.‐1.23ｍとする。 
 

添付 5-(2)-2
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第 3-4 図 詳細格子分割の数値計算モデル
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第 3-2 表 詳細格子分割による津波の計算手法及び計算条件 
 

設定項目 設 定 

基礎方程式 非線形長波理論式及び連続式(後藤他(1982)(15)) 

変数配置 スタッガードシステム 

連続式及び運動方程式

の圧力項の差分 
リープフロッグ法 

移流項の差分 一次の風上差分法 

計
算
手
法 

計
算
ス
キ
ー
ム 

摩擦項の差分 陰的に近似 

計算領域 
対馬海峡から間宮海峡に至る東西方向約1,500km，南北方向約

2,000km 

空間格子間隔 1,350m→450m→150m→50m→25m→12.5m→6.25m 

時間格子間隔 0.15秒 ※安定条件(CFL条件)を満足するように設定 

初期条件 
断層モデルを用いて，Mansinha et al.(1971)(16)の方法により計算さ

れる海底面の鉛直変位分布を初期条件とする 

沖側境界 特性曲線法をもとに誘導される自由透過の条件(後藤他(1982)(15)) 境
界
条
件 陸域境界 

敷地北部外海側：陸上遡上を考慮(マニングの粗度係数 n=0.015) 

上 記 以 外：完全反射条件 

海底摩擦 マニングの粗度係数 n=0.030(土木学会(2002)(1)) 

水平渦動粘性係数 0m2/s 

計
算
条
件
等 

計算時間 
海域活断層に想定される地震に伴う津波：3.0時間 

日本海東縁部に想定される地震に伴う津波：6.0時間 

 
基礎方程式：非線形長波理論式及び連続式 
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ここに，t：時間， yx, ：平面座標， ：水面の鉛直変位量，D：全水深( hD )，
h：静水深， uDM ， vDN ， vu, ： yx, 方向の流速， 22 NMQ ，g：重力加速度，

312Dgnfc ， n：マニングの粗度係数 
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第 3-5 図 最大水位上昇量の分布 
（水位上昇側：大陸棚外縁～Ｂ～野坂断層［広域応力場 90°，上縁深さ 0km］） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 3-6 図 代表地点位置における水位の時系列変化 
（水位上昇側：大陸棚外縁～Ｂ～野坂断層［広域応力場 90°，上縁深さ 0km］） 
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〔詳細格子分割による検討結果〕
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第 3-7 図 最大水位上昇量の分布 
（水位上昇側：白木－丹生断層［広域応力場 100°，上縁深さ 0km]） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 3-8 図 代表地点位置における水位の時系列変化 
（水位上昇側：白木－丹生断層［広域応力場 100°，上縁深さ 0km]） 
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第 3-9 図 最大水位下降量の分布 
（水位下降側：日本海東縁部 E3B 中央［傾斜パターン④，走向 200°，基準位

置から南へ 22.9km，傾斜角 60°，上縁深さ 0km］） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 3-10 図 代表地点位置における水位の時系列変化 
（水位下降側：日本海東縁部 E3B 中央［傾斜パターン④，走向 200°，基準位

置から南へ 22.9km，傾斜角 60°，上縁深さ 0km］） 
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〔詳細格子分割による検討結果〕
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第 3-11 図 水位下降の最大水位分布 

（水位下降側：Ｃ断層［傾斜角 55°，広域応力場 100°，上縁深さ 0km］） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3-12 図 代表地点位置における水位の時系列変化 

（水位下降側：Ｃ断層［傾斜角 55°，広域応力場 100°，上縁深さ 0km］） 
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第 3-3 表 設計津波高さの算定結果 

 
対象波源 評価地点 設計津波高さ 

評価点Ａ T.P.+2.13m 
大陸棚外縁～ 
Ｂ～野坂断層 

評価点Ｂ T.P.+2.17m 

水
位
上
昇
側 

白木－丹生断層 評価点Ｃ T.P.+2.37m 

評価点Ａ T.P.‐1.20m 水
位
下
降
側 

日本海東縁部 
E3B 中央活動域

評価点Ｂ T.P.‐1.23m 
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海水ポンプ 
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注） T/D-AFWP：タービン動補助給水ポンプ 

   SFP   ：使用済燃料ピット 

   RHRP  ：余熱除去ポンプ 

   CHP   ：充てんポンプ 

RHRP 

CHP 

美浜１号機の敷地レベルと主要な機器等の配置レベル 

主要 

変圧器 

タービン建屋 

EL.3.7m 

（モータ下端） 

扉 

（シール施工範囲 

EL.11.1m※まで）

※ 福島第一原子力発電所の設計津波高さが平成 14 年評価

値(5.5m)に対し、実際は 15m(その差 9.5m)であったこと

から、美浜発電所の平成 14 年の評価値(1.6m)に 9.5m を

加えた 11.1m まで、緊急安全対策としてのシール施工を

実施済み。 
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EL.4.0m 

屋外 

敷地レベル 

EL.-6.15m 

EL.-1.26m 

EL.4.0m

扉等 

（シール施工範囲 

EL.11.1m※まで）



各起因事象におけるイベントツリー（津波：炉心損傷） 
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※：破線は一度機能喪失した緩和系は回復しないという前提において、当該起因事象発生と同時に喪失する成功パスを示すもの
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各起因事象におけるイベントツリー（津波：炉心損傷） 
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各起因事象におけるイベントツリー（津波：炉心損傷） 
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ブースティング

失敗

成功

炉心損傷

格納容器循環空調装置
による格納容器冷却

余熱除去ポンプによる
ブースティング

炉心損傷

成功

失敗

高圧注入による
再循環炉心冷却

炉心損傷

成功

失敗

冷却成功

炉心損傷

成功

失敗

失敗

成功

*1 フィードアンドブリードシナリオ



各起因事象におけるイベントツリー（津波：炉心損傷） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

添
付

5
-
(
2
)
-
4

 
(
4
/
4
)

起因事象：外部電源喪失 

成功

外部電源喪失 原子炉停止

非常用所内電源
からの給電

成功

失敗

成功

成功

失敗

成功

成功

補助給水による蒸気
発生器への給水

（タービン動（消防ポ
ンプによる復水タン
クへの給水を含む））

主蒸気逃がし弁に
よる熱放出(手動・現

場)

蓄圧注入による
ほう酸水の給水

空冷式非常用発電
装置からの給電

炉心損傷

失敗

炉心損傷

冷却成功

失敗

失敗

炉心損傷

炉心損傷

成功

補助給水による蒸気
発生器への給水

（電動またはタービ
ン動）

主蒸気逃がし弁に
よる熱放出(自動/手

動・中央制御室)

充てん系による
ほう酸の添加

余熱除去系に
よる冷却

冷却成功成功

成功

失敗

成功

*1 フィードアンドブリード
シナリオへ移行

失敗

*1 フィードアンドブリード
シナリオへ移行

失敗

*1 フィードアンドブリード
シナリオへ移行

失敗

炉心損傷

*2 緊急安全対策シナリオ

失敗

失敗

成功
成功

成功

失敗

成功

失敗

高圧注入による
原子炉への給水

加圧器逃がし弁
による熱放出

(手動・中央制御
室)

内部スプレに
よる格納容器除熱

高圧注入による
再循環炉心冷却

冷却成功

*1 フィードアンドブリードシナリオ

成功
余熱除去ポンプに
よるブースティング

*2 緊急安全対策
シナリオへ移行

*2 緊急安全対策
シナリオへ移行

*2 緊急安全対策
シナリオへ移行

格納容器循環空調装置
による格納容器冷却

成功

*2 緊急安全対策
シナリオへ移行

失敗

*2 緊急安全対策
シナリオへ移行

失敗

格納容器循環空調装置
による格納容器冷却

余熱除去ポンプに
よるブースティング

高圧注入による
再循環炉心冷却

冷却成功

失敗
失敗

失敗

成功

成功
成功

*2 緊急安全対策
シナリオへ移行

*2 緊急安全対策
シナリオへ移行

*2 緊急安全対策
シナリオへ移行

失敗



【起因事象に関連する設備（炉心燃料損傷）】
許容津波高さ評価結果（津波）

〔設計津波高さ(a):2.37m〕

対策前(b1) 対策後(b2)

給水ポンプ Ｃ T/B 機能損傷 4.0 4.0 4.0 4.0 1.68

給水ブースタポンプ Ｃ T/B 機能損傷 4.0 4.0 4.0 4.0 1.68

復水ポンプ Ｃ T/B 機能損傷 1.42 4.0 4.0 4.0 1.68

復水ブースタポンプ Ｃ
全量復水
処理建屋

機能損傷 3.9 3.9 3.9 3.9 1.64

循環水ポンプ Ｃ 屋外 機能損傷 2.0 6.85 6.85 6.85 2.89

空気抽出ポンプ Ｃ T/B 機能損傷 4.0 4.0 4.0 4.0 1.68

主変圧器 Ｃ 屋外 機能損傷 4.0 4.0 4.0 4.0 1.68

所内変圧器 Ｃ 屋外 機能損傷 4.0 4.0 4.0 4.0 1.68

予備変圧器 Ｃ 屋外 機能損傷 4.0 4.0 4.0 4.0 1.68

起動変圧器 Ｃ 屋外 機能損傷 4.0 4.0 4.0 4.0 1.68

特高開閉所 Ｃ 屋外 機能損傷 4.0 4.0 4.0 4.0 1.68

1次系冷却水ポンプ Ｓ A/B 機能損傷 10.1 4.0 11.1 11.1 4.68

1次系冷却水ポンプ現場操作箱 Ｓ A/B 機能損傷 10.1 4.0 11.1 11.1 4.68

格納容器冷却水ポンプ Ｓ A/B 機能損傷 10.1 4.0 11.1 11.1 4.68

格納容器冷却水ポンプ現場操作箱 Ｓ A/B 機能損傷 10.1 4.0 11.1 11.1 4.68

海水ポンプ Ｓ 屋外 機能損傷 2.0 3.7 3.7 3.7 1.56

海水ポンプ現場操作箱 Ｓ 屋外 機能損傷 4.0 5.12 5.12 5.12 2.16

注）浸水口高さ(対策前)：緊急安全対策前において屋外機器については、機能喪失する高さ。屋内機器については建屋への浸水口高さ。

　　浸水口高さ(対策後)：緊急安全対策後において屋外機器については、機能喪失する高さ。屋内機器については建屋への浸水口高さ。

　　許容津波高さは、設置高さと浸水口高さ（対策後）の高い方とする。次頁以降同様
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【起因事象に関連する設備（炉心燃料損傷）】
許容津波高さ評価結果（津波）

〔設計津波高さ(a):2.37m〕

対策前(b1) 対策後(b2)

原子炉盤 Ｓ A/B 機能損傷 17.0 4.0 11.1 17.0 7.17

中央制御室外原子炉停止盤 Ｓ A/B 機能損傷 10.1 4.0 11.1 11.1 4.68

原子炉保護系計器ラック Ｓ A/B 機能損傷 11.5 4.0 11.1 11.5 4.85

原子炉保護リレー盤 Ｓ A/B 機能損傷 11.5 4.0 11.1 11.5 4.85

安全防護リレー盤 Ｓ A/B 機能損傷 11.5 4.0 11.1 11.5 4.85

雑リレー盤 Ｓ A/B 機能損傷 11.5 4.0 11.1 11.5 4.85

ソレノイド弁分電盤 Ｓ A/B 機能損傷 17.0 4.0 11.1 17.0 7.17

炉
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結
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【起因事象に関連する設備（ＳＦＰ燃料損傷）】
許容津波高さ評価結果（津波）

〔設計津波高さ(a):2.37m〕

対策前(b1) 対策後(b2)

1次系冷却水ポンプ Ｓ A/B 機能損傷 10.1 4.0 11.1 11.1 4.68

1次系冷却水ポンプ現場操作箱 Ｓ A/B 機能損傷 10.1 4.0 11.1 11.1 4.68

格納容器冷却水ポンプ Ｓ A/B 機能損傷 10.1 4.0 11.1 11.1 4.68

格納容器冷却水ポンプ現場操作箱 Ｓ A/B 機能損傷 10.1 4.0 11.1 11.1 4.68

海水ポンプ Ｓ 屋外 機能損傷 2.0 3.7 3.7 3.7 1.56

海水ポンプ現場操作箱 Ｓ 屋外 機能損傷 4.0 5.12 5.12 5.12 2.16

燃料ピットポンプ Ｂ A/B 機能損傷 -1.26 4.0 11.1 11.1 4.68

燃料ピットポンプ現場操作箱 Ｂ A/B 機能損傷 -1.26 4.0 11.1 11.1 4.68

燃料ピットクーラ Ｂ A/B － 4.0 ― ― ― ―

主変圧器 Ｃ 屋外 機能損傷 4.0 4.0 4.0 4.0 1.68

所内変圧器 Ｃ 屋外 機能損傷 4.0 4.0 4.0 4.0 1.68

予備変圧器 Ｃ 屋外 機能損傷 4.0 4.0 4.0 4.0 1.68

起動変圧器 Ｃ 屋外 機能損傷 4.0 4.0 4.0 4.0 1.68

特高開閉所 Ｃ 屋外 機能損傷 4.0 4.0 4.0 4.0 1.68
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【フロントライン系に関連する設備】
許容津波高さ評価結果（津波）

〔設計津波高さ(a):2.37m〕

対策前(b1) 対策後(b2)

格納容器圧力計 Ｓ A/B 機能損傷 -1.26 4.0 11.1 11.1 4.68

加圧器圧力計 Ｓ C/V ― ― ― ― ― ―

原子炉トリップ遮断器盤 Ｓ A/B 機能損傷 4.0 4.0 11.1 11.1 4.68

内燃機関（ディーゼル機関） Ｓ A/B 機能損傷 4.0 4.0 7.8 7.8 3.29

ディーゼル発電機コントロールセンタ Ｓ A/B 機能損傷 4.0 4.0 7.8 7.8 3.29

ディーゼル発電機盤 Ｓ A/B 機能損傷 4.0 4.0 7.8 7.8 3.29

燃料油サービスタンク Ｓ A/B ― 4.0 ― ― ― ―

燃料油貯蔵タンク Ｓ
屋外

(地下)
― -0.8 ― ― ― ―

燃料油移送ポンプ Ｓ A/B 機能損傷 1.0 4.0 7.8 7.8 3.29

空気だめ Ｓ A/B ― 4.0 ― ― ― ―

ディーゼル発電機電圧計 Ｓ A/B 機能損傷 17.0 4.0 11.1 17.0 7.17
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【フロントライン系に関連する設備】
許容津波高さ評価結果（津波）

〔設計津波高さ(a):2.37m〕

対策前(b1) 対策後(b2)

復水タンク Ｓ 屋外 ― 4.0 ― ― ― ―

蒸気発生器水位計（狭域） Ｓ C/V ― ― ― ― ― ―

電動補助給水ポンプ Ｓ A/B 機能損傷 4.0 4.0 11.1 11.1 4.68

電動補助給水ポンプ弁制御盤 Ｓ A/B 機能損傷 4.0 4.0 11.1 11.1 4.68

電動補助給水ポンプ出口電動弁
(FW-041,042)

Ｓ A/B 機能損傷 4.0 4.0 11.1 11.1 4.68

タービン動補助給水ポンプ Ｓ A/B 機能損傷 4.0 4.0 11.1 11.1 4.68

タービン動補助給水ポンプ弁制御盤 Ｓ A/B 機能損傷 4.0 4.0 11.1 11.1 4.68

タービン動補助給水ポンプ起動弁
(MS-039,040)

Ｓ A/B 機能損傷 4.0 4.0 11.1 11.1 4.68

復水タンク Ｓ 屋外 ― 4.0 ― ― ― ―

蒸気発生器水位計（狭域） Ｓ C/V ― ― ― ― ― ―

可搬式消防ポンプ、ホース － 屋外 機能損傷 32.0 ― 32.0 32.0 13.50

可搬式消防ポンプ用燃料 － 屋外 機能損傷 32.0 ― 32.0 32.0 13.50

電動補助給水ポンプ Ｓ A/B 機能損傷 4.0 4.0 11.1 11.1 4.68

電動補助給水ポンプ弁制御盤 Ｓ A/B 機能損傷 4.0 4.0 11.1 11.1 4.68

電動補助給水ポンプ出口電動弁
(FW-041,042)

Ｓ A/B 機能損傷 4.0 4.0 11.1 11.1 4.68

タービン動補助給水ポンプ Ｓ A/B 機能損傷 4.0 4.0 11.1 11.1 4.68

タービン動補助給水ポンプ弁制御盤 Ｓ A/B 機能損傷 4.0 4.0 11.1 11.1 4.68

タービン動補助給水ポンプ起動弁
(MS-039,040)

Ｓ A/B 機能損傷 4.0 4.0 11.1 11.1 4.68
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【フロントライン系に関連する設備】
許容津波高さ評価結果（津波）

〔設計津波高さ2.37m〕

対策前(b1) 対策後(b2)

主蒸気圧力計 Ｓ A/B 機能損傷 4.0 4.0 7.8 7.8 3.29

１次冷却材高温側及び低温側温度計
（広域）

Ｓ C/V ― ― ― ― ― ―

１次冷却材圧力計 Ｓ C/V ― ― ― ― ― ―

主蒸気逃がし弁
(PCV-482A,B)

Ｓ A/B 機能損傷 10.1 4.0 11.1 11.1 4.68

ほう酸タンク Ｓ A/B ― 10.1 ― ― ― ―

ほう酸ポンプ Ｓ A/B 機能損傷 10.1 4.0 11.1 11.1 4.68

ほう酸ポンプ現場操作箱 Ｓ A/B 機能損傷 10.1 4.0 11.1 11.1 4.68

ほう酸フィルタ Ｓ A/B ― 10.1 ― ― ― ―

充てんポンプ Ｓ A/B 機能損傷 -1.26 4.0 11.1 11.1 4.68

充てんポンプ速度制御盤 Ｓ A/B 機能損傷 -1.26 4.0 11.1 11.1 4.68

充てんポンプ速度制御補助盤 Ｓ A/B 機能損傷 -1.26 4.0 11.1 11.1 4.68

充てんポンプ現場操作箱 Ｓ A/B 機能損傷 -1.26 4.0 11.1 11.1 4.68

抽出水再生クーラ Ｓ C/V ― ― ― ― ― ―

封水注入フィルタ Ｓ A/B ― -1.26 ― ― ― ―

加圧器水位計 Ｓ C/V ― ― ― ― ― ―

緊急ほう酸注入弁
(MOV-319)

Ｓ A/B 機能損傷 -1.26 4.0 11.1 11.1 4.68
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【フロントライン系に関連する設備】
許容津波高さ評価結果（津波）

〔設計津波高さ(a):2.37m〕

対策前(b1) 対策後(b2)

余熱除去ポンプ Ｓ A/B 機能損傷 -13.25 4.0 11.1 11.1 4.68

余熱除去ポンプ現場操作箱 Ｓ A/B 機能損傷 -13.25 4.0 11.1 11.1 4.68

余熱除去クーラ Ｓ A/B ― -1.26 ― ― ― ―

１次冷却材高温側及び低温側温度計
（広域）

Ｓ C/V ― ― ― ― ― ―

１次冷却材圧力計 Ｓ C/V ― ― ― ― ― ―

余熱除去系入口第１及び第２弁
(MOV-700A,B,701A,B)

Ｓ C/V ― ― ― ― ― ―

余熱除去系出口弁
(MOV-720A,B)

Ｓ C/V ― ― ― ― ― ―

余熱除去系燃料取替用水供給第１及び第２
弁(MOV-1823,1827)

Ｓ A/B 機能損傷 -10.5 4.0 11.1 11.1 4.68

余熱除去クーラ冷却水入口弁
(MOV-738A,B)

Ｓ A/B 機能損傷 4.0 4.0 11.1 11.1 4.68

高圧注入ポンプ Ｓ A/B 機能損傷 -6.15 4.0 11.1 11.1 4.68

高圧注入ポンプ現場操作箱 Ｓ A/B 機能損傷 -6.15 4.0 11.1 11.1 4.68

ほう酸注入タンク入口弁
(MOV-1839A,B)

Ｓ A/B 機能損傷 -6.15 4.0 11.1 11.1 4.68

ほう酸注入タンク出口弁
(MOV-1840A,B)

Ｓ A/B 機能損傷 -6.15 4.0 11.1 11.1 4.68

高圧注入ポンプミニマムフローライン第１
止め弁（MOV-11817A,B,C）

Ｓ A/B 機能損傷 -6.15 4.0 11.1 11.1 4.68

原子炉容器高圧安全注入弁
(MOV-1855A,B)

Ｓ C/V ― ― ― ― ― ―

燃料取替用水タンク出口第２弁
（MOV-1825）

Ｓ A/B 機能損傷 3.36 4.0 11.1 11.1 4.68
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添
付

5
-
(
2
)
-
5

(
7
/
1
5
)



【フロントライン系に関連する設備】
許容津波高さ評価結果（津波）

〔設計津波高さ(a):2.37m〕

対策前(b1) 対策後(b2)

加
圧
器
逃
が
し
弁
に

よ
る
熱
放
出

（

手
動
・
中
央
制
御
室
）

加圧器逃がし弁
(PCV-455C,456)

Ｓ C/V ― ― ― ― ― ―

内部スプレポンプ Ｓ A/B 機能損傷 4.0 4.0 11.1 11.1 4.68

内部スプレポンプ現場操作箱 Ｓ A/B 機能損傷 4.0 4.0 11.1 11.1 4.68

格納容器圧力計 Ｓ A/B 機能損傷 -1.26 4.0 11.1 11.1 4.68

内部スプレポンプ出口弁
(MOV-2352A,B)

Ｓ A/B 機能損傷 4.0 4.0 11.1 11.1 4.68

格納容器循環空調装置 Ｓ C/V ― ― ― ― ― ―

格納容器循環フィルタユニット Ｓ C/V ― ― ― ― ― ―

格
納
容
器
循
環
空

調
装
置
に
よ
る
格

納
容
器
冷
却

内
部
ス
プ
レ
に
よ
る
格
納
容
器
除
熱

許容津波
高さ(m) (b3)

設置高さ(m)
裕度

(b3/a)
浸水口高さ(m)フロント

ライン系
設   備

耐震
クラス

設置
場所

損傷
モード

添
付

5
-
(
2
)
-
5

(
8
/
1
5
)



【フロントライン系に関連する設備】
許容津波高さ評価結果（津波）

〔設計津波高さ(a):2.37m〕

対策前(b1) 対策後(b2)

余熱除去ポンプ Ｓ A/B 機能損傷 -13.25 4.0 11.1 11.1 4.68

余熱除去ポンプ現場操作箱 Ｓ A/B 機能損傷 -13.25 4.0 11.1 11.1 4.68

余熱除去クーラ Ｓ A/B ― -1.26 ― ― ― ―

余熱除去系燃料取替用水供給第１及び第２
弁(MOV-1823,1827)

Ｓ A/B 機能損傷 -10.5 4.0 11.1 11.1 4.68

余熱除去系再循環弁
(MOV-1826A,B)

Ｓ A/B 機能損傷 -1.26 4.0 11.1 11.1 4.68

原子炉容器低圧安全注入弁
(MOV-1860A,B)

Ｓ C/V ― ― ― ― ― ―

余熱除去クーラ冷却水入口弁
(MOV-738A,B)

Ｓ A/B 機能損傷 4.0 4.0 11.1 11.1 4.68

復水タンク Ｓ 屋外 ― 4.0 ― ― ― ―

蒸気発生器水位計（狭域） Ｓ C/V ― ― ― ― ― ―

可搬式消防ポンプ、ホース － 屋外 機能損傷 32.0 ― 32.0 32.0 13.50

可搬式消防ポンプ用燃料 － 屋外 機能損傷 32.0 ― 32.0 32.0 13.50

タービン動補助給水ポンプ Ｓ A/B 機能損傷 4.0 4.0 11.1 11.1 4.68

タービン動補助給水ポンプ弁制御盤 Ｓ A/B 機能損傷 4.0 4.0 11.1 11.1 4.68

タービン動補助給水ポンプ起動弁
(MS-039,040)

Ｓ A/B 機能損傷 4.0 4.0 11.1 11.1 4.68

設置高さ(m)

余
熱
除
去
ポ
ン
プ
に
よ
る
ブ
ー

ス
テ
ィ

ン
グ

補
助
給
水
に
よ
る
蒸
気
発
生
器
へ
の
給
水

（

タ
ー

ビ
ン
動
（

消
防
ポ
ン
プ
に
よ
る

復
水
タ
ン
ク
へ
の
給
水
を
含
む
）
）

裕度
(b3/a)

浸水口高さ(m)フロント
ライン系

設   備
耐震

クラス
設置
場所

損傷
モード

許容津波
高さ(m) (b3)

添
付

5
-
(
2
)
-
5

(
9
/
1
5
)



【フロントライン系に関連する設備】
許容津波高さ評価結果（津波）

〔設計津波高さ(a):2.37m〕

対策前(b1) 対策後(b2)

１次冷却材高温側及び低温側温度計
（広域）

Ｓ C/V ― ― ― ― ― ―

１次冷却材圧力計 Ｓ C/V ― ― ― ― ― ―

主蒸気逃がし弁
(PCV-482A,B)

Ｓ A/B 機能損傷 10.1 4.0 11.1 11.1 4.68

アキュムレータ Ｓ C/V ― ― ― ― ― ―

１次冷却材高温側及び低温側温度計
（広域）

Ｓ C/V ― ― ― ― ― ―

１次冷却材圧力計 Ｓ C/V ― ― ― ― ― ―

空冷式非常用発電装置 ― 屋外 機能損傷 17.5 ― 17.5 17.5 7.38

空冷式非常用発電装置 中継・接続盤 ― A/B 機能損傷 10.1 ― 11.1 11.1 4.68

主
蒸
気
逃
が
し
弁
に
よ
る
熱
放

出
（

手
動
・
現
場
）

蓄
圧
注
入
に
よ
る

ほ
う
酸
水
の
給
水

空
冷
式
非
常
用
発
電

装
置
か
ら
の
給
電

許容津波
高さ(m) (b3)

設置高さ(m)
裕度

(b3/a)
浸水口高さ(m)フロント

ライン系
設   備

耐震
クラス

設置
場所

損傷
モード

添
付

5
-
(
2
)
-
5

(
1
0
/
1
5
)



【フロントライン系に関連する設備】
許容津波高さ評価結果（津波）

〔設計津波高さ(a):2.37m〕

対策前(b1) 対策後(b2)

燃料取替用水ポンプ Ｓ A/B 機能損傷 -1.26 4.0 11.1 11.1 4.68

燃料取替用水タンク Ｓ 屋外 － 4.0 ― ― ― ―

燃料取替用水ポンプ現場操作箱 Ｓ A/B 機能損傷 -1.26 4.0 11.1 11.1 4.68

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
に

よ
る
水
源
の
確
保

燃料取替用水タンク Ｓ 屋外 － 4.0 ― ― ― ―

燃
料
取
替
用
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
注
水

設置高さ(m)
裕度

(b3/a)
浸水口高さ(m)フロント

ライン系
設   備

耐震
クラス

設置
場所

損傷
モード

許容津波
高さ(m) (b3)

添
付

5
-
(
2
)
-
5

(
1
1
/
1
5
)



【フロントライン系に関連する設備】
許容津波高さ評価結果（津波）

〔設計津波高さ(a):2.37m〕

対策前(b1) 対策後(b2)

防火水槽 ―
屋外

（地下）
― 6.12 ― ― ― ―

可搬式消防ポンプ、ホース ― 屋外 機能損傷 32.0 ― 32.0 32.0 13.50

可搬式消防ポンプ用燃料 ― 屋外 機能損傷 32.0 ― 32.0 32.0 13.50

淡水タンク Ｃ 屋外 ― 3.5 ― ― ― ―

ディーゼル消火ポンプ Ｃ
原水

ポンプ室
機能損傷 4.0 4.0 11.2 11.2 4.72

燃料取扱建屋内消火栓 Ｃ A/B ― 10.1 ― ― ― ―

屋外消火栓 Ｃ 屋外 ― 10.0 ― ― ― ―

１次系純水タンク Ｂ A/B ― 10.1 ― ― ― ―

１次系純水ポンプ Ｂ A/B 機能損傷 4.0 4.0 11.1 11.1 4.68

空冷式非常用発電装置 ― 屋外 機能損傷 17.5 ― 17.5 17.5 7.38

空冷式非常用発電装置 中継・接続盤 ― A/B 機能損傷 10.1 ― 11.1 11.1 4.68

燃料ピットポンプ Ｂ A/B 機能損傷 -1.26 4.0 11.1 11.1 4.68

燃料ピットポンプ現場操作箱 Ｂ A/B 機能損傷 -1.26 4.0 11.1 11.1 4.68

燃料ピットクーラ Ｂ A/B ― 4.0 ― ― ― ―

使
用
済
燃
料
ピ
ッ

ト

冷
却
系
に
よ
る
冷
却

許容津波
高さ(m) (b3)

消
防
ポ
ン
プ
等
に
よ
る
注
水

設置高さ(m)
裕度

(b3/a)
浸水口高さ(m)フロント

ライン系
設   備

耐震
クラス

設置
場所

損傷
モード

添
付

5
-
(
2
)
-
5

(
1
2
/
1
5
)



【サポート系に関連する設備】
許容津波高さ評価結果（津波）

〔設計津波高さ(a):2.37m〕

対策前(b1) 対策後(b2)

6.6kV
AC電源

メタクラ Ｓ A/B 機能損傷 10.1 4.0 11.1 11.1 4.68

パワーセンタ Ｓ A/B 機能損傷 10.1 4.0 11.1 11.1 4.68

原子炉コントロールセンタ Ｓ A/B 機能損傷 18.4 4.0 11.1 18.4 7.76

動力変圧器 Ｓ A/B 機能損傷 10.1 4.0 11.1 11.1 4.68

直流き電盤 Ｓ A/B 機能損傷 8.0 4.0 11.1 11.1 4.68

ドロッパ盤 Ｓ A/B 機能損傷 8.0 4.0 11.1 11.1 4.68

リレー室直流分電盤 Ｓ A/B 機能損傷 11.5 4.0 11.1 11.5 4.85

中央制御室直流分電盤 Ｓ A/B 機能損傷 17.0 4.0 11.1 17.0 7.17

整流器 Ｓ A/B 機能損傷 8.0 4.0 11.1 11.1 4.68

計器用電源盤 Ｓ A/B 機能損傷 11.5 4.0 11.1 11.5 4.85

計器用分電盤 Ｓ A/B 機能損傷 11.5 4.0 11.1 11.5 4.85

バッテ
リー

蓄電池 Ｓ A/B 機能損傷 8.0 4.0 11.1 11.1 4.68

設置高さ(m)
許容津波

高さ(m) (b3)

125V
DC電源

440V
AC電源

115V
AC電源

裕度
(b3/a)

浸水口高さ(m)
ｻﾎﾟｰﾄ系 設   備

耐震
クラス

設置
場所

損傷
モード

添
付

5
-
(
2
)
-
5

(
1
3
/
1
5
)



【サポート系に関連する設備】
許容津波高さ評価結果（津波）

〔設計津波高さ(a):2.37m〕

対策前(b1) 対策後(b2)

内燃機関（ディーゼル機関） Ｓ A/B 機能損傷 4.0 4.0 7.8 7.8 3.29

ディーゼル発電機コントロールセンタ Ｓ A/B 機能損傷 4.0 4.0 7.8 7.8 3.29

ディーゼル発電機盤 Ｓ A/B 機能損傷 4.0 4.0 7.8 7.8 3.29

燃料油サービスタンク Ｓ A/B ― 4.0 ― ― ― ―

燃料油貯蔵タンク Ｓ
屋外

(地下)
― -0.8 ― ― ― ―

燃料油移送ポンプ Ｓ A/B 機能損傷 1.0 4.0 7.8 7.8 3.29

空気だめ Ｓ A/B ― 4.0 ― ― ― ―

ディーゼル発電機電圧計 Ｓ A/B 機能損傷 17.0 4.0 11.1 17.0 7.17

空冷式非常用発電装置 ― 屋外 機能損傷 17.5 ― 17.5 17.5 7.38

空冷式非常用発電装置 中継・接続盤 ― A/B 機能損傷 10.1 ― 11.1 11.1 4.68

1次系冷却水ポンプ Ｓ A/B 機能損傷 10.1 4.0 11.1 11.1 4.68

1次系冷却水ポンプ現場操作箱 Ｓ A/B 機能損傷 10.1 4.0 11.1 11.1 4.68

1次系冷却水クーラ Ｓ A/B ― 10.1 ― ― ― ―

格納容器冷却水ポンプ現場操作箱 Ｓ A/B 機能損傷 10.1 4.0 11.1 11.1 4.68

格納容器冷却水クーラ Ｓ A/B ― 10.1 ― ― ― ―

格納容器冷却水ポンプ Ｓ A/B 機能損傷 10.1 4.0 11.1 11.1 4.68

裕度
(b3/a)

浸水口高さ(m)
ｻﾎﾟｰﾄ系 設   備

耐震
クラス

設置
場所

損傷
モード

設置高さ(m)
許容津波

高さ(m) (b3)

補機冷却
水系

空冷式
非常用
発電装置

非常用
所内電源

添
付

5
-
(
2
)
-
5

(
1
4
/
1
5
)



【サポート系に関連する設備】
許容津波高さ評価結果（津波）

〔設計津波高さ(a):2.37m〕

対策前(b1) 対策後(b2)

海水ポンプ Ｓ 屋外 機能損傷 2.0 3.7 3.7 3.7 1.56

海水ポンプ現場操作箱 Ｓ 屋外 機能損傷 4.0 5.12 5.12 5.12 2.16

非常用空気圧縮機制御盤 Ｓ T/B 機能損傷 17.0 4.0 4.0 17.0 7.17

非常用空気圧縮機 Ｓ A/B 機能損傷 10.1 4.0 11.1 11.1 4.68

非常用空気だめ Ｓ A/B ― 10.1 ― ― ― ―

非常用空気乾燥器 Ｓ A/B ― 10.1 ― ― ― ―

燃料取替用水タンク水位計 Ｓ 屋外 機能損傷 4.0 4.0 4.0 4.0 1.68

格納容器再循環サンプ Ｓ C/V ― ― ― ― ― ―

格納容器再循環サンプ第１隔離弁(MOV-
1829A,B)

Ｓ A/B 機能損傷 -10.5 4.0 11.1 11.1 4.68

ＲＷＳＴ 燃料取替用水タンク Ｓ 屋外 ― 4.0 ― ― ― ―

設置高さ(m)
許容津波

高さ(m) (b3)

再循環
切替

海水系

計器用
空気系

裕度
(b3/a)

浸水口高さ(m)
ｻﾎﾟｰﾄ系 設   備

耐震
クラス

設置
場所

損傷
モード

添
付

5
-
(
2
)
-
5

(
1
5
/
1
5
)



 

フロントライン系とサポート系の関連表（津波：炉心損傷） 
 

添
付

5
-
(
2
)
-
6

(
1
/
4
)

補機冷却水の喪失 

 

フロントライン系  

原子

炉停

止 

補助給水による

蒸気発生器への給

水（電動またはタ

ービン動（消防ポ

ンプによる復水タ

ンクへの給水を含

む）） 

主蒸気逃

がし弁に

よる熱放

出（自動/
手動・中央

制御室） 

充てん

系によ

るほう

酸の添

加 

余熱除

去系に

よる冷

却 

主蒸気逃が

し弁による

熱放出（手

動・現場）

蓄圧注入に

よるほう酸

水の給水 

高圧注入に

よる原子炉

への給水 

加圧器逃が

し弁による

熱放出（手

動・中央制

御室） 

内部スプレ

による格納

容器除熱 

余熱除去ポ

ンプによる

ブースティ

ング 

高圧注入に

よる再循環

炉心冷却 

格納容器循

環空調装置

による格納

容器冷却 

6.6kV AC 電

源 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

440V AC 電源 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
125V DC 電源 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
115V AC 電源 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

バッテリー              
非常用所内電

源 
             

外部電源系 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
空冷式非常用

発電装置 
             

補機冷却水系   ○ ○ ○   ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
海水系   ○ ○ ○   ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

計器用空気系   ○      ○     
再循環切替           ○ ○  

サ
ポ
ー
ト
系 

RWST        ○  ○    

 



 

フロントライン系とサポート系の関連表（津波：炉心損傷） 

添
付

5
-
(
2
)
-
6

(
2
/
4
)

主給水喪失 

 

フロントライン系  

原子

炉停

止 

補助給水による蒸

気発生器への給水

（電動またはター

ビン動（消防ポン

プによる復水タン

クへの給水を含

む）） 

主蒸気逃が

し弁による

熱放出（手

動・現場）

蓄圧注

入によ

るほう

酸水の

給水 

主蒸気逃

がし弁に

よる熱放

出（自動/
手動・中央

制御室） 

充てん系に

よるほう酸

の添加 

余熱除

去系に

よる冷

却 

高圧注入に

よる原子炉

への給水 

加圧器逃が

し弁による

熱放出（手

動・中央制

御室） 

内部スプレ

による格納

容器除熱 

余熱除去ポ

ンプによる

ブースティ

ング 

高圧注入に

よる再循環

炉心冷却 

格納容器循

環空調装置

による格納

容器冷却 

6.6kV AC 電源 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
440V AC 電源 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
125V DC 電源 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
115V AC 電源 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

バッテリー              
非常用所内電

源 
             

外部電源系 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
空冷式非常用

発電装置 
             

補機冷却水系     ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
海水系     ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

計器用空気系     ○    ○     
再循環切替           ○ ○  

サ
ポ
ー
ト
系 

RWST        ○  ○    

 



 

フロントライン系とサポート系の関連表（津波：炉心損傷） 

添
付

5
-
(
2
)
-
6

(
3
/
4
)

過渡事象 

 

フロントライン系  

原子炉停止 

補助給水による蒸気発生

器への給水（電動またはタ

ービン動（消防ポンプによ

る復水タンクへの給水を

含む）） 

主蒸気逃がし

弁による熱放

出（手動・現

場） 

蓄圧注入によ

るほう酸水の

給水 

高圧注入によ

る原子炉への

給水 

加圧器逃がし

弁による熱放

出（手動・中

央制御室） 

内部スプレに

よる格納容器

除熱 

余熱除去ポン

プによるブー

スティング 

高圧注入によ

る再循環炉心

冷却 

格納容器循環

空調装置によ

る格納容器冷

却 

6.6kV AC 電源 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
440V AC 電源 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
125V DC 電源 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
115V AC 電源 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

バッテリー           
非常用所内電

源 
          

外部電源系 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
空冷式非常用

発電装置 
          

補機冷却水系     ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
海水系     ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

計器用空気系      ○     
再循環切替        ○ ○  

サ
ポ
ー
ト
系 

RWST     ○  ○    

 
 
 



 

フロントライン系とサポート系の関連表（津波：炉心損傷） 
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外部電源喪失 

 

フロントライン系  

原子炉

停止 

非常用

所内電

源から

の給電 

補助給水

による蒸

気発生器

への給水

（電動ま

たはター

ビン動）

主蒸気

逃がし

弁によ

る熱放

出（自動

/手動・中

央制御

室） 

充てん

系によ

るほう

酸の添

加 

余熱

除去

系に

よる

冷却

高圧

注入

によ

る原

子炉

への

給水

加圧器

逃がし

弁によ

る熱放

出（手

動・中央

制御室）

内部ス

プレに

よる格

納容器

除熱 

余熱除

去ポン

プによ

るブー

スティ

ング 

高圧注

入によ

る再循

環炉心

冷却 

格納容

器循環

空調装

置によ

る格納

容器冷

却 

補助給水に

よる蒸気発

生器への給

水（タービ

ン動（消防

ポンプによ

る復水タン

クへの給水

を含む））

主蒸気

逃がし

弁によ

る熱放

出（手

動・現

場） 

蓄圧注

入によ

るほう

酸水の

給水 

空冷式

非常用

発電装

置から

の給電

6.6kV AC 電源  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
440V AC 電源  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
125V DC 電源 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
115V AC 電源 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

バッテリー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  
非常用所内電源   ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○     

外部電源系                 
空冷式非常用発

電装置 
            ○ ○ ○  

補機冷却水系    ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○     
海水系  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○     

計器用空気系    ○    ○         
再循環切替          ○ ○      

サ
ポ
ー
ト
系 

RWST       ○  ○        
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各影響緩和機能の系統図（津波：炉心損傷）

系統の説明

：原子炉停止

：炉心損傷直結起因事象

原子炉保護
リレー盤

原子炉保護リレー盤の
機能損傷は炉心損傷直結の要因として考慮

原子炉
トリップ

遮断器盤

原子炉トリップ信号
格納容器圧力計
加圧器圧力計

原子炉トリップにより、
炉心に制御棒が挿入され、
炉心は安全に停止

燃料

制御棒

燃料

制御棒

原子炉停止（フロントライン系）

④：115V AC 電源

（格納容器圧力、加圧器圧力監視）

④：115V AC 電源

（プラント信号処理）

③-1：125V DC電源

（トリップ遮断器制御用電源）

各サポート系については、以下の
とおり整理した。

①6.6kV AC電源
②440V AC電源
③125V DC電源
④115V AC電源
⑤バッテリー
⑥補機冷却水系
⑦海水系
⑧計器用空気系
⑨再循環切替
⑩RWST

具体的な系統については、①～⑤
は(18/23)、⑥⑦は(21/23)、⑧は
(22/23)、⑨⑩は(23/23)に示す。



添
付

5
-
(
2
)
-
7

(
2
/
2
3
)

各影響緩和機能の系統図（津波：炉心損傷）

非常用所内電源からの給電（フロントライン系）

③-1：125V DC電源（起動、運転）
④：115V AC電源（制御）

⑤：バッテリー

燃料油
サービスタンク

内燃機関
（ディーゼル機関）

ディーゼル
発電機盤

ディーゼル発電機
コントロールセンタ

②-2：440V AC電源

（電力供給）

⑦：海水系（内燃機関冷却）

メタクラへ

ディーゼル発電機
電圧計

空気だめ

燃料油
貯蔵タンク

燃料油移送ポンプ

各サポート系については、以下の
とおり整理した。

①6.6kV AC電源
②440V AC電源
③125V DC電源
④115V AC電源
⑤バッテリー
⑥補機冷却水系
⑦海水系
⑧計器用空気系
⑨再循環切替
⑩RWST

具体的な系統については、①～⑤
は(18/23)、⑥⑦は(21/23)、⑧は
(22/23)、⑨⑩は(23/23)に示す。

DG関連配管

（燃料油配管等）
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各影響緩和機能の系統図（津波：炉心損傷）

M

②-1：440V AC電源

（ポンプ運転）
③-1：125V DC電源

（起動のための遮断器投入）

④：115V AC電源
（SG水位監視）

電動補助給水ポンプ

蒸
気
発
生
器LI

③-1：125V DC電源

（給水流量調整）

蒸気発生器
水位計（狭域）

M

M

補助給水による蒸気発生器への給水（電動またはタービン動）（フロントライン系）

SG水位低信号（自動起動）

補助給水配管

主
給
水
系
統

主給水配管

弁制御盤

D.C

D.C

D.C

復水
タンク

タービン動補助給水ポンプ

M

M

弁制御盤

主蒸気ヘッダA

主蒸気ヘッダB

主蒸気ライン配管 D.C

D.C
③-1：125V DC電源

（ポンプ起動（起動弁開操作））

タービン動補助
給水ポンプ

起動弁

電動補助給水ポンプ
出口電動弁

F.O

F.O

D.C
M各サポート系については、以下の

とおり整理した。

①6.6kV AC電源
②440V AC電源
③125V DC電源
④115V AC電源
⑤バッテリー
⑥補機冷却水系
⑦海水系
⑧計器用空気系
⑨再循環切替
⑩RWST

具体的な系統については、①～⑤
は(18/23)、⑥⑦は(21/23)、⑧は
(22/23)、⑨⑩は(23/23)に示す。
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各影響緩和機能の系統図（津波：炉心損傷）

高圧タービン

主蒸気逃がし弁

M

F.C

蒸
気
発
生
器

補助給水系統

③-2：125V DC電源（空気弁制御電磁弁動作）

⑧：計器用空気系
（主蒸気逃がし弁（空気弁）開放）

主蒸気逃がし弁による熱放出（自動／手動・中央制御室）（フロントライン系）

プラント状態監視
1次冷却材高温側及び低温側温度計（広域）
1次冷却材圧力計
④：115V AC電源

主蒸気圧力計

PI

タービンバイパス
等

④：115V AC電源

（主蒸気逃がし弁自動作動）

F.C

各サポート系については、以下の
とおり整理した。

①6.6kV AC電源
②440V AC電源
③125V DC電源
④115V AC電源
⑤バッテリー
⑥補機冷却水系
⑦海水系
⑧計器用空気系
⑨再循環切替
⑩RWST

具体的な系統については、①～⑤
は(18/23)、⑥⑦は(21/23)、⑧は
(22/23)、⑨⑩は(23/23)に示す。
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各影響緩和機能の系統図（津波：炉心損傷）

②-1：440V AC電源（ポンプ運転）
③-1：125V DC電源（起動のための遮断器投入）

加圧器水位計
④：115V AC電源（加圧器水位監視）

⑥：補機冷却水系（ポンプ冷却（モーター・軸））

②-2：440V AC電源

（ポンプ運転）

②-2：440V AC電源

（弁開放操作（緊急ほう酸注入））

ほう酸タンク

ほう酸ポンプ

1次系

純水
タンク

M

RCS
低温側

RCS
低温側

抽出水再生クーラ

M

封水注入
ライン

封水注入フィルタ

ほう酸フィルタ

M

充てん系によるほう酸の添加（フロントライン系）

体積制御タンク

充てん系配管

現場操作箱

充てん注入ライン配管（C/L側）

緊急ほう酸
注入弁

現場操作箱
充てんポンプ

充てんポンプ
速度制御盤

充てんポンプ
速度制御補助盤

F.O

各サポート系については、以下の
とおり整理した。

①6.6kV AC電源
②440V AC電源
③125V DC電源
④115V AC電源
⑤バッテリー
⑥補機冷却水系
⑦海水系
⑧計器用空気系
⑨再循環切替
⑩RWST

具体的な系統については、①～⑤
は(18/23)、⑥⑦は(21/23)、⑧は
(22/23)、⑨⑩は(23/23)に示す。
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各影響緩和機能の系統図（津波：炉心損傷）

RCS
高温側

余熱除去クーラ

原子炉容器

RCS
低温側

余熱除去ポンプ

②-1：440V AC電源（ポンプ運転）
③-1：125V DC電源（起動のための遮断器投入）

⑥：補機冷却水系（ポンプ冷却（モーター・軸））

②-2：440V AC電源

（弁開放操作）

⑥：補機冷却水系
（余熱除去クーラ冷却）

M

M

格納容器
再循環サンプ

余熱除去系による冷却（フロントライン系）

現場操作箱
余熱除去系

配管

蓄
圧
注
入
系
統

RWST

②-2：440V AC電源

（弁閉止操作）

プラント状態監視
1次冷却材高温側及び低温側温度計（広域）
1次冷却材圧力計
④：115V AC電源

M

M
RHR高温側

吸込み配管

高
圧
注
入
系
統

高
圧
注
入
系
統

M

②-2：440V AC電源

（弁開放操作）

余熱除去系
燃料取替用水供給第１及び第２弁

余熱除去系
入口第１及び第２弁

余熱除去
クーラ
冷却水
入口弁

余熱除去系
出口弁

ＲＨＲSデリュージ配管

高圧注入系
デリュージ配管

低圧注入配管
（Ｃ／Ｌ側）

高圧注入系配管
（Ｃ／Ｌ側）

蓄圧タンク注入配管
（Ｃ／Ｌ側）

②-2：440V AC電源

（弁開放操作）

M M

各サポート系については、以下の
とおり整理した。

①6.6kV AC電源
②440V AC電源
③125V DC電源
④115V AC電源
⑤バッテリー
⑥補機冷却水系
⑦海水系
⑧計器用空気系
⑨再循環切替
⑩RWST

具体的な系統については、①～⑤
は(18/23)、⑥⑦は(21/23)、⑧は
(22/23)、⑨⑩は(23/23)に示す。
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各影響緩和機能の系統図（津波：炉心損傷）

原子炉
容器

RCS
低温側

高圧注入ポンプ

⑩：RWST

M

現場操作箱

蓄
圧
注
入
系
統

ほう酸注入
タンク

余熱除去
系統

M

M

M

格納容器
再循環サンプ

M

高圧注入による原子炉への給水（フロントライン系）

②-2：440V AC電源（弁開放操作）

②-2：440V AC電源（弁開放操作）

②-1：440V AC電源（ポンプ運転）
③-1：125V DC電源（起動のための遮断器投入）

⑥：補機冷却水系（ポンプ冷却（モーター・軸））

余
熱
除
去
系
統

ほう酸注入
タンク出口弁

ほう酸注入
タンク入口弁原子炉容器

高圧安全注入弁

F.C

高圧注入系
デリュージ配管

低圧注入配管
（Ｃ／Ｌ側）

高圧注入系配管
（Ｃ／Ｌ側）

高圧注入系配管

蓄圧タンク注入配管
（Ｃ／Ｌ側）

ＲＨＲSデリュージ配管

各サポート系については、以下の
とおり整理した。

①6.6kV AC電源
②440V AC電源
③125V DC電源
④115V AC電源
⑤バッテリー
⑥補機冷却水系
⑦海水系
⑧計器用空気系
⑨再循環切替
⑩RWST

具体的な系統については、①～⑤
は(18/23)、⑥⑦は(21/23)、⑧は
(22/23)、⑨⑩は(23/23)に示す。

余
熱
除
去
系
統
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各影響緩和機能の系統図（津波：炉心損傷）

③-2：125V DC電源（空気弁制御電磁弁動作）

⑧：計器用空気系（加圧器逃がし弁（空気弁）開放）

M

充てんライン

F.C

F.C

加圧器逃がし弁

加圧器

RCS

M

加圧器逃がしタンク

加圧器逃がし弁による熱放出（手動・中央制御室）（フロントライン系）

各サポート系については、以下の
とおり整理した。

①6.6kV AC電源
②440V AC電源
③125V DC電源
④115V AC電源
⑤バッテリー
⑥補機冷却水系
⑦海水系
⑧計器用空気系
⑨再循環切替
⑩RWST

具体的な系統については、①～⑤
は(18/23)、⑥⑦は(21/23)、⑧は
(22/23)、⑨⑩は(23/23)に示す。
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各影響緩和機能の系統図（津波：炉心損傷）

②-1：440V AC電源（ポンプ運転）
③-1：125V DC電源（起動のための遮断器投入）

⑥：補機冷却水系（ポンプ冷却（モーター・軸）

②-2：440V AC電源（弁開放操作）

内部スプレポンプ

M

⑩：RWST

蒸気発生器

加圧器

ＲＣＰ

原子炉

PI

④：115V AC電源

（格納容器圧力監視）

内部スプレによる格納容器除熱（フロントライン系）

現場操作箱

内部スプレ系配管

M

内部スプレポンプ出口弁

格納容器
圧力計 内部スプレヘッダ

格納容器

各サポート系については、以下の
とおり整理した。

①6.6kV AC電源
②440V AC電源
③125V DC電源
④115V AC電源
⑤バッテリー
⑥補機冷却水系
⑦海水系
⑧計器用空気系
⑨再循環切替
⑩RWST

具体的な系統については、①～⑤
は(18/23)、⑥⑦は(21/23)、⑧は
(22/23)、⑨⑩は(23/23)に示す。
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各影響緩和機能の系統図（津波：炉心損傷）

⑨：再循環切替

余熱除去ポンプによるブースティング（フロントライン系）

②-2：440V AC電源

（弁開放操作）

RCS
高温側

余熱除去クーラ

余熱除去ポンプ

②-1：440V AC電源（ポンプ運転）
③-1：125V DC電源（起動のための遮断器投入）

⑥：補機冷却水系（ポンプ冷却（モーター・軸））

⑥：補機冷却水系
（余熱除去クーラ冷却）

M

格納容器
再循環サンプ

現場操作箱

RWST

M

②-2：440V AC電源

（弁閉止操作）

M M

余熱除去系配管

原子炉容器

高
圧
注
入
系
統

RCS
低温側

蓄
圧
注
入
系
統

高
圧
注
入
系
統

高
圧
注
入
系
統

M

②-2：440V AC電源

（弁閉止操作）

M

②-2：440V AC電源

（弁開放操作）

余熱除去
クーラ冷却水

入口弁

余熱除去系
再循環弁原子炉容器

低圧安全注入弁

低圧注入配管
（Ｃ／Ｌ側）

高圧注入系配管
（Ｃ／Ｌ側）

蓄圧タンク注入配管
（Ｃ／Ｌ側）

ＲＨＲSデリュージ配管

高圧注入系
デリュージ配管

M

余熱除去系
燃料取替用水供給第１及び第２弁

M

各サポート系については、以下の
とおり整理した。

①6.6kV AC電源
②440V AC電源
③125V DC電源
④115V AC電源
⑤バッテリー
⑥補機冷却水系
⑦海水系
⑧計器用空気系
⑨再循環切替
⑩RWST

具体的な系統については、①～⑤
は(18/23)、⑥⑦は(21/23)、⑧は
(22/23)、⑨⑩は(23/23)に示す。



添
付

5
-
(
2
)
-
7

(
1
1
/
2
3
)

各影響緩和機能の系統図（津波：炉心損傷）

高圧注入による再循環炉心冷却（フロントライン系）

原子炉容器 高圧注入ポンプ

現場操作箱

高圧注入系
配管

余熱除去
系統

M

M

格納容器
再循環サンプ

⑨：再循環切替

M

RWST

RCS
低温側

蓄
圧
注
入
系
統

ほう酸注入
タンク

余
熱
除
去
系
統

RWST

②-2：440V AC電源

（弁閉止操作）

②-1：440V AC電源（ポンプ運転）
③-1：125V DC電源（起動のための遮断器投入）

⑥：補機冷却水系（ポンプ冷却（モーター・軸））

高圧注入ポ
ンプミニマム
フローライン
第１止め弁

M

高圧注入系配管
（Ｃ／Ｌ側）

高圧注入系
デリュージ配管

低圧注入配管
（Ｃ／Ｌ側）

蓄圧タンク注入配管
（Ｃ／Ｌ側）

ＲＨＲSデリュージ配管

F.C

②-2：440V AC電源

（弁閉止操作）

燃料取替用水タンク
出口第2弁

各サポート系については、以下の
とおり整理した。

①6.6kV AC電源
②440V AC電源
③125V DC電源
④115V AC電源
⑤バッテリー
⑥補機冷却水系
⑦海水系
⑧計器用空気系
⑨再循環切替
⑩RWST

具体的な系統については、①～⑤
は(18/23)、⑥⑦は(21/23)、⑧は
(22/23)、⑨⑩は(23/23)に示す。

M

余
熱
除
去
系
統
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各影響緩和機能の系統図（津波：炉心損傷）

格納容器循環空調装置による格納容器冷却（フロントライン系）

各サポート系については、以下の
とおり整理した。

①6.6kV AC電源
②440V AC電源
③125V DC電源
④115V AC電源
⑤バッテリー
⑥補機冷却水系
⑦海水系
⑧計器用空気系
⑨再循環切替
⑩RWST

具体的な系統については、①～⑤
は(18/23)、⑥⑦は(21/23)、⑧は
(22/23)、⑨⑩は(23/23)に示す。

格納容器循環空調装置空調ダクト

格納容器循環フィルタユニット 格納容器循環空調装置

Ｄ
／
Ｍ

Ｃ
／
Ｃ

格納容器

格納容器循環空調装置空調ダクト

※1 ※2 ※3

②-1：440V AC電源（ファン運転）
③-1：125V DC電源（起動のための遮断器投入）
⑥：補機冷却水系（空調装置冷却(冷却コイル)、ファン冷却（モーター））

※1 ■：微粒子フィルタ

※2 D/M：除湿フィルタ

※3 C/C：冷却コイル
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各影響緩和機能の系統図（津波：炉心損傷）

タービン動補助給水ポンプ

③-1：125V DC電源
（ポンプ起動 （起動弁開操作））

⑤：バッテリー

④：115V AC電源
（SG水位監視）

⑤：バッテリー

蒸
気
発
生
器LI

電
動
補
助

給
水
ポ
ン
プ
出
口

電動補助
給水ポンプ入口

海水※1

ホース

M

M

補助給水による蒸気発生器への給水
（タービン動（消防ポンプによる復水タンクへの給水を含む））（フロントライン系）

SG水位低信号（自動起動）

主
給
水
系
統

主給水配管

補助給水配管

蒸気発生器
水位計（狭域）

主蒸気ライン配管

D.C

D.C

D.C

M

M

弁制御盤

主蒸気ヘッダA

主蒸気ヘッダB

D.C

F.O

復水
タンク

可搬式
消防ポンプ
用燃料

可搬式
消防ポンプ

淡水
タンク※1

2次系純水
タンク※1

※1水源は、以下の順で使用。

1  2次系純水タンク

2  淡水タンク

3  海水

1

2

3

消火栓ディーゼル
消火ポンプ

F.O

タービン動
補助給水ポンプ起動弁

M
D.C

各サポート系については、以下の
とおり整理した。

①6.6kV AC電源
②440V AC電源
③125V DC電源
④115V AC電源
⑤バッテリー
⑥補機冷却水系
⑦海水系
⑧計器用空気系
⑨再循環切替
⑩RWST

具体的な系統については、①～⑤
は(18/23)、⑥⑦は(21/23)、⑧は
(22/23)、⑨⑩は(23/23)に示す。

※2

※2  2次系純水タンク からの供給先
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各影響緩和機能の系統図（津波：炉心損傷）

高圧タービン

蒸
気
発
生
器

補助給水系統

タービンバイパス
等

手動操作

主蒸気逃がし弁による熱放出（手動・現場）（フロントライン系）

プラント状態監視
1次冷却材高温側及び低温側温度計（広域）
1次冷却材圧力計
④：115V AC電源

M

F.C

F.C

主蒸気逃がし弁

各サポート系については、以下の
とおり整理した。

①6.6kV AC電源
②440V AC電源
③125V DC電源
④115V AC電源
⑤バッテリー
⑥補機冷却水系
⑦海水系
⑧計器用空気系
⑨再循環切替
⑩RWST

具体的な系統については、①～⑤
は(18/23)、⑥⑦は(21/23)、⑧は
(22/23)、⑨⑩は(23/23)に示す。
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各影響緩和機能の系統図（津波：炉心損傷）

RCS
低温側

アキュムレータ

蓄圧注入によるほう酸水の給水（フロントライン系）

蓄圧タンク注入配管

プラント状態監視
1次冷却材高温側及び低温側温度計（広域）
1次冷却材圧力計
④：115V AC電源

M蓄圧タンク注入配管（C/L側）

余
熱
除
去
系
統

低圧注入配管
（Ｃ／Ｌ側）

高圧注入系配管
（Ｃ／Ｌ側）

高
圧
注
入
系
統

各サポート系については、以下の
とおり整理した。

①6.6kV AC電源
②440V AC電源
③125V DC電源
④115V AC電源
⑤バッテリー
⑥補機冷却水系
⑦海水系
⑧計器用空気系
⑨再循環切替
⑩RWST

具体的な系統については、①～⑤
は(18/23)、⑥⑦は(21/23)、⑧は
(22/23)、⑨⑩は(23/23)に示す。
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各影響緩和機能の系統図（津波：炉心損傷）

DG DG盤

①：6.6kV AC 電源

②-1、②-2：440V AC電源

③-1、③-2：125V DC電源

④：115V AC電源

空冷式非常用発電装置からの給電（フロントライン系）

RCS
低温側

M

アキュムレータ

②-2：440V AC電源（弁閉止操作）

空冷式非常用発電装置

空冷式非常用
発電装置

中継・接続盤

メタクラしゃ断器

余
熱
除
去
系
統

高
圧
注
入
系
統

各サポート系については、以下の
とおり整理した。

①6.6kV AC電源
②440V AC電源
③125V DC電源
④115V AC電源
⑤バッテリー
⑥補機冷却水系
⑦海水系
⑧計器用空気系
⑨再循環切替
⑩RWST

具体的な系統については、①～⑤
は(18/23)、⑥⑦は(21/23)、⑧は
(22/23)、⑨⑩は(23/23)に示す。
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各影響緩和機能の系統図（津波：炉心損傷）

タービン動補助給水ポンプ

③-1：125V DC電源
（ポンプ起動 （起動弁開操作））

④：115V AC電源
（SG水位監視）

蒸
気
発
生
器LI

M

M

補助給水による蒸気発生器への給水（電動またはタービン動（消防ポンプによる
復水タンクへの給水を含む））（フロントライン系）

SG水位低信号（自動起動）

主
給
水
系
統

主給水配管

補助給水配管

蒸気発生器
水位計（狭域）

M

電動補助給水ポンプ

弁制御盤

弁制御盤

主蒸気ライン配管

D.C

D.C
③-1：125V DC電源

（給水流量調整）D.C

F.O

D.CM

M

主蒸気ヘッダA

主蒸気ヘッダB

D.C

②-1：440V AC電源

（ポンプ運転）
③-1：125V DC電源

（起動のための遮断器投入）

電動補助給水ポンプ
出口電動弁

海水※1

ホース

復水
タンク

可搬式
消防ポンプ
用燃料

淡水
タンク※1

2次系純水
タンク※1

※1水源は、以下の順で使用。

1  2次系純水タンク

2  淡水タンク
3  海水

2

3

消火栓ディーゼル
消火ポンプ

可搬式
消防ポンプ

1

タービン動
補助給水ポンプ起動弁

F.O

D.C
M

各サポート系については、以下の
とおり整理した。

①6.6kV AC電源
②440V AC電源
③125V DC電源
④115V AC電源
⑤バッテリー
⑥補機冷却水系
⑦海水系
⑧計器用空気系
⑨再循環切替
⑩RWST

具体的な系統については、①～⑤
は(18/23)、⑥⑦は(21/23)、⑧は
(22/23)、⑨⑩は(23/23)に示す。

※2

※2  2次系純水タンク からの供給先
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各影響緩和機能の系統図（津波：炉心損傷）

：④115V AC電源

：②440V AC電源

：①6.6kV AC電源

：③125V DC電源

：⑤バッテリー

系統の説明

動力変圧器

原子炉コントロールセンタ

非常用所内電源

外部電源

①

計器用分電盤

②-2

③-1

④

②-1

③-2

②-1

②-2

直流き電盤

中央制御室直流分電盤

計器用電源盤

パワーセンタパワーセンタ

原子炉コントロールセンタ

①6.6kV AC電源、②440V AC電源、③125V DC電源、
④115V AC電源、⑤バッテリー （サポート系）

リレー室直流分電盤

③-2

蓄電池

整流器

ドロッパ盤

メタクラ
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各影響緩和機能の系統図（津波：炉心損傷）

燃料油
サービスタンク

内燃機関
（ディーゼル機関）

ディーゼル
発電機盤

ディーゼル発電機
コントロールセンタ

②-2：440V AC電源

（電力供給）

⑦：海水系（内燃機関冷却）

メタクラへ

ディーゼル発電機
電圧計

非常用所内電源（サポート系）

空気だめ

DG関連配管

（燃料油配管等）

③-1：125V DC電源（起動、運転）
④：115V AC電源（制御）

⑤：バッテリー

燃料油
貯蔵タンク

燃料油移送ポンプ

各サポート系については、以下の
とおり整理した。

①6.6kV AC電源
②440V AC電源
③125V DC電源
④115V AC電源
⑤バッテリー
⑥補機冷却水系
⑦海水系
⑧計器用空気系
⑨再循環切替
⑩RWST

具体的な系統については、①～⑤
は(18/23)、⑥⑦は(21/23)、⑧は
(22/23)、⑨⑩は(23/23)に示す。
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各影響緩和機能の系統図（津波：炉心損傷）

DG DG盤

①：6.6kV AC 電源

②-1、②-2：440V AC電源

③-1、③-2：125V DC電源

④：115V AC電源

空冷式非常用発電装置（サポート系）

RCS
低温側

M

アキュムレータ

②-2：440V AC電源（弁閉止操作）

空冷式非常用発電装置

空冷式非常用
発電装置

中継・接続盤

メタクラしゃ断器

余
熱
除
去
系
統

高
圧
注
入
系
統

各サポート系については、以下の
とおり整理した。

①6.6kV AC電源
②440V AC電源
③125V DC電源
④115V AC電源
⑤バッテリー
⑥補機冷却水系
⑦海水系
⑧計器用空気系
⑨再循環切替
⑩RWST

具体的な系統については、①～⑤
は(18/23)、⑥⑦は(21/23)、⑧は
(22/23)、⑨⑩は(23/23)に示す。
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各影響緩和機能の系統図（津波：炉心損傷）

⑥ 補機冷却水系、 ⑦海水系（サポート系）

各サポート系については、以下の
とおり整理した。

①6.6kV AC電源
②440V AC電源
③125V DC電源
④115V AC電源
⑤バッテリー
⑥補機冷却水系
⑦海水系
⑧計器用空気系
⑨再循環切替
⑩RWST

具体的な系統については、①～⑤
は(18/23)、⑥⑦は(21/23)、⑧は
(22/23)、⑨⑩は(23/23)に示す。

１次系冷却水クーラ

放水口

⑦：海水系（ＤＧの冷却）

非常用所内電源
海水系

1次系冷却水

タンク

１次系冷却水ポンプ

現場操作箱

海水

海水ポンプ現場操作箱

②-1：440V AC電源（ポンプ運転）
③-1：125V DC電源

（起動のための遮断器投入）

海水系配管

1次系冷却水配管

M

格納容器冷却水クーラ

②-1：440V AC電源（ポンプ運転）
③-1：125V DC電源 （起動のための遮断器投入）

格納容器冷却水系配管

⑥

⑥

格納容器
冷却水タンク

格納容器冷却水ポンプ

現場操作箱

補機冷却水系
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各影響緩和機能の系統図（津波：炉心損傷）

⑧
非常用
空気乾燥器

非常用空気圧縮機 非常用
空気だめ

②-2：440V AC電源（空気圧縮機運転）
④：115V AC電源（制御盤動作）

⑥：補機冷却水系（空気圧縮機冷却）

M

⑧計器用空気系（サポート系）

制御盤

計器用空気系配管

M

その他

各サポート系については、以下の
とおり整理した。

①6.6kV AC電源
②440V AC電源
③125V DC電源
④115V AC電源
⑤バッテリー
⑥補機冷却水系
⑦海水系
⑧計器用空気系
⑨再循環切替
⑩RWST

具体的な系統については、①～⑤
は(18/23)、⑥⑦は(21/23)、⑧は
(22/23)、⑨⑩は(23/23)に示す。
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各影響緩和機能の系統図（津波：炉心損傷）

⑨再循環切替、⑩RWST（サポート系）

格納容器
再循環
サンプ

②-2：440V AC電源

（弁開放動作（再循環移行時））

余熱除去系統

M
格納容器再循環サンプ配管

再循環切替

④：115V AC電源
（RWST水位監視）

LI

燃料取替用水タンク

燃料取替用水タンク
水位計

格納容器再循環
サンプ第１隔離弁

各サポート系については、以下の
とおり整理した。

①6.6kV AC電源
②440V AC電源
③125V DC電源
④115V AC電源
⑤バッテリー
⑥補機冷却水系
⑦海水系
⑧計器用空気系
⑨再循環切替
⑩RWST

具体的な系統については、①～⑤
は(18/23)、⑥⑦は(21/23)、⑧は
(22/23)、⑨⑩は(23/23)に示す。

M

RWST

高圧
注入系統

内部
スプレ系統

燃料取替用水系配管

使用済燃料ピット

内部
スプレヘッダ

余熱除去系統

M

余熱除去系配管

高圧注入系配管

内部スプレ系配管

M

M余熱除去クーラ

原子炉容器

ほう酸注入タンク
RCS

低温側

M
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各影響緩和機能のフォールトツリー（津波：炉心損傷）

125V DC
電源失敗

⑤バッテリー
11.1m 

原子炉停止
失敗
11.1m 

プラントパラメータ
失敗

原子炉トリップ遮断器盤
失敗

格納容器
圧力計※

11.1m 

原子炉トリップ
遮断器盤

11.1m 

加圧器圧力計
（－）

原子炉停止（フロントライン系）

各サポート系については、
以下のとおり整理した。
①6.6kV AC電源(18/26)
②440V AC電源(18/26)
③125V DC電源(19/26)
④115V AC電源(20/26)
⑤バッテリー(20/26)
⑥補機冷却水系(23/26)
⑦海水系(24/26)
⑧計器用空気系(25/26)
⑨再循環切替(26/26)
⑩RWST(26/26)
具体的な系統については、
（ ）のページに示す。

115V AC
電源失敗

計器用
電源盤
11.5m

計器用
分電盤
11.5m 

125VDC
電源失敗

※1

※1

中央制御室
直流分電盤

17.0m 

電源供給
失敗

整流器
11.1m

②440V
AC電源
4.0m 

電源供給
失敗

リレー室直流
分電盤
11.5m

直流き電盤
11.1m 

※他の機器をトリガーとした
原子炉停止が可能である

ドロッパ盤
11.1m 
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各影響緩和機能のフォールトツリー（津波：炉心損傷）

非常用所内電源からの給電（フロントライン系）

ディーゼル発電機失敗 ディーゼル発電機燃料供給失敗

ディーゼル発電機
コントロールセンタ

機能喪失

ディーゼル
発電機

コントロール
センタ
7.8m 

⑦海水系
3.7m

内燃機関
（ディーゼル機関）

失敗

ディーゼル
発電機盤
機能喪失

ディーゼル
発電機盤

7.8m 

燃料油
移送ポンプ

7.8m 

燃料油
サービス

タンク
（－）

②440V
AC電源

4.0m

内燃機関
(ディーゼル

機関)
7.8m 

ディーゼル
発電機
電圧計
17.0m 

③125V
DC電源

4.0m

④115V
AC電源

4.0m

⑤バッテリー
11.1m

空気だめ
（－）

燃料油
貯蔵タンク

（－）

非常用所内電源からの給電 失敗
3.7m

各サポート系については、
以下のとおり整理した。
①6.6kV AC電源(18/26)
②440V AC電源(18/26)
③125V DC電源(19/26)
④115V AC電源(20/26)
⑤バッテリー(20/26)
⑥補機冷却水系(23/26)
⑦海水系(24/26)
⑧計器用空気系(25/26)
⑨再循環切替(26/26)
⑩RWST(26/26)
具体的な系統については、
（ ）のページに示す。
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各影響緩和機能のフォールトツリー（津波：炉心損傷）

電動補助給水
ポンプによる給水失敗

電動補助
給水ポンプ

11.1m 

③125V
DC電源

4.0m

蒸気発生器水位監視
失敗

蒸気発生器
水位計（狭域）

失敗

②440V
AC電源

4.0m

タービン動補助給水
ポンプによる給水失敗

タービン動補助
給水ポンプ
弁制御盤

11.1m 

タービン動補助
給水ポンプ

11.1m 

③125V
DC電源

4.0m

補助給水ポンプによる給水失敗

電動補助給水
ポンプ失敗

弁操作失敗

③125V
DC電源

4.0m

蒸気発生器
水位計（狭域）

（－）

④115V
AC電源

4.0m

電源供給失敗

タービン動補助給水
ポンプ起動弁
(MS-039,040)

11.1m

復水
タンク
（－）

電動補助
給水ポンプ
弁制御盤

11.1m

補助給水による蒸気発生器への給水（電動またはタービン動）（フロントライン系）

補助給水による蒸気発生器への給水（電動またはタービン動）
失敗
4.0m

各サポート系については、
以下のとおり整理した。
①6.6kV AC電源(18/26)
②440V AC電源(18/26)
③125V DC電源(19/26)
④115V AC電源(20/26)
⑤バッテリー(20/26)
⑥補機冷却水系(23/26)
⑦海水系(24/26)
⑧計器用空気系(25/26)
⑨再循環切替(26/26)
⑩RWST(26/26)
具体的な系統については、
（ ）のページに示す。

電動補助給水
ポンプ出口

電動弁
(FW-041,042)

11.1m 
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各影響緩和機能のフォールトツリー（津波：炉心損傷）

主蒸気逃がし弁による熱放出
（自動/手動・中央制御室）失敗

3.7m

主蒸気逃がし弁
機能喪失

③125V
DC電源

4.0m 

主蒸気逃がし弁による熱放出（自動/手動・中央制御室）（フロントライン系）

1次冷却材高温側及び低温側
温度計（広域） 失敗

1次冷却材
圧力計失敗

1次冷却材
高温側及び

低温側温度計
(広域)
（－）

1次冷却材
圧力計
（－）

④115V 
AC電源

4.0m 

④115V 
AC電源

4.0m 

⑧計器用
空気系
3.7m 

主蒸気圧力計
失敗

主蒸気
圧力計
7.8m 

④115V 
AC電源

4.0m

主蒸気逃がし弁
(PCV-482A,B)

11.1m 

各サポート系については、
以下のとおり整理した。
①6.6kV AC電源(18/26)
②440V AC電源(18/26)
③125V DC電源(19/26)
④115V AC電源(20/26)
⑤バッテリー(20/26)
⑥補機冷却水系(23/26)
⑦海水系(24/26)
⑧計器用空気系(25/26)
⑨再循環切替(26/26)
⑩RWST(26/26)
具体的な系統については、
（ ）のページに示す。
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各影響緩和機能のフォールトツリー（津波：炉心損傷）

充てん系によるほう酸の添加（フロントライン系）

充てん系によるほう酸の添加失敗
3.7m

弁操作 失敗

②440V 
AC電源
4.0m 

ほう酸ポンプ
11.1m 

②440V
AC電源

4.0m 

充てんポンプ
現場操作箱

11.1m 

ほう酸
フィルタ

（－）

ほう酸タンク
（－）

抽出水
再生クーラ

（－）

封水注入
フィルタ

（－）

ほう酸ポンプ
現場操作箱

11.1m

緊急ほう酸
注入弁

(MOV-319)
11.1m 

充てん
ポンプ注入 失敗

充てん注入ライン
失敗

ほう酸水添加
失敗

ほう酸
ポンプ

運転失敗

各サポート系については、
以下のとおり整理した。
①6.6kV AC電源(18/26)
②440V AC電源(18/26)
③125V DC電源(19/26)
④115V AC電源(20/26)
⑤バッテリー(20/26)
⑥補機冷却水系(23/26)
⑦海水系(24/26)
⑧計器用空気系(25/26)
⑨再循環切替(26/26)
⑩RWST(26/26)
具体的な系統については、
（ ）のページに示す。

運転失敗 起動失敗

⑥補機
冷却水系

3.7m

②440V
AC電源

4.0m

③125V
DC電源

4.0m

充てんポンプ
11.1m 

④115V
AC電源

4.0m

加圧器
水位計
（－）

充てん
ポンプ 失敗

加圧器水位計
失敗

充てんポンプ
速度制御盤

11.1m 

充てんポンプ
速度制御
補助盤
11.1m 
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各影響緩和機能のフォールトツリー（津波：炉心損傷）

余熱除去系による
冷却失敗

3.7m 

余熱除去系による
給水失敗 弁操作失敗

余熱除去
ポンプ失敗

②440V
AC電源

4.0m

余熱除去ポンプ
現場操作箱

11.1m

⑥補機
冷却水系

3.7m 

余熱除去クーラ
機能喪失

余熱除去
ポンプ
11.1m

③125V
DC電源

4.0m

②440V
AC電源

4.0m

⑥補機
冷却水系

3.7m 

余熱除去系による冷却（フロントライン系）

余熱除去クーラ
（－）

1次冷却材高温側
及び低温側温度
計（広域）失敗

1次冷却材圧力計
失敗

④115V 
AC電源

4.0m

1次冷却材圧力計
（－）

1次冷却材
高温側及び
低温側温度

計(広域)
（－）

④115V 
AC電源

4.0m

余熱除去クーラ
冷却水入口弁
(MOV-738A,B)

11.1m 

余熱除去系入口第１及び第２弁
(MOV-700A,B,701A,B)

（－）
余熱除去系

燃料取替用水供給
第１及び第２弁

(MOV-1823,1827)
11.1m各サポート系については、

以下のとおり整理した。
①6.6kV AC電源(18/26)
②440V AC電源(18/26)
③125V DC電源(19/26)
④115V AC電源(20/26)
⑤バッテリー(20/26)
⑥補機冷却水系(23/26)
⑦海水系(24/26)
⑧計器用空気系(25/26)
⑨再循環切替(26/26)
⑩RWST(26/26)
具体的な系統については、
（ ）のページに示す。

余熱除去系出口弁
(MOV-720A,B)

（－）
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各影響緩和機能のフォールトツリー（津波：炉心損傷）

高圧注入による原子炉への給水（フロントライン系）

高圧注入による
原子炉への給水

失敗
3.7m

⑩RWST
（－）

弁操作失敗

②440V
AC電源

4.0m

高圧注入
ポンプ 失敗

運転失敗

②440V
AC電源

4.0m

⑥補機
冷却水系

3.7m 

起動失敗

③125V
DC電源

4.0m

高圧注入ポンプ
11.1m 

高圧注入ポンプ
現場操作箱

11.1m 

各サポート系については、
以下のとおり整理した。
①6.6kV AC電源(18/26)
②440V AC電源(18/26)
③125V DC電源(19/26)
④115V AC電源(20/26)
⑤バッテリー(20/26)
⑥補機冷却水系(23/26)
⑦海水系(24/26)
⑧計器用空気系(25/26)
⑨再循環切替(26/26)
⑩RWST(26/26)
具体的な系統については、
（ ）のページに示す。

注入ライン
弁操作失敗

ほう酸注入タンク
入口弁

(MOV-1839A,B)
11.1m 

ほう酸注入タンク
出口弁

(MOV-1840A,B)
11.1m 

原子炉容器高圧
安全注入弁

(MOV-1855A,B)
（－）

ほう酸注入ライン
弁操作失敗
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各影響緩和機能のフォールトツリー（津波：炉心損傷）

加圧器逃がし弁による熱放出（手動・中央制御室）（フロントライン系）

加圧器逃がし弁による熱放出
（手動・中央制御室）

失敗
3.7m

⑧計器用
空気系
3.7m 

③125V
DC電源

4.0m

各サポート系については、
以下のとおり整理した。
①6.6kV AC電源(18/26)
②440V AC電源(18/26)
③125V DC電源(19/26)
④115V AC電源(20/26)
⑤バッテリー(20/26)
⑥補機冷却水系(23/26)
⑦海水系(24/26)
⑧計器用空気系(25/26)
⑨再循環切替(26/26)
⑩RWST(26/26)
具体的な系統については、
（ ）のページに示す。

加圧器逃がし弁
(PCV-455C,456)

（－）
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各影響緩和機能のフォールトツリー（津波：炉心損傷）

内部スプレによる格納容器除熱（フロントライン系）

内部スプレによる格納容器除熱失敗
3.7m

内部スプレ
ポンプ失敗

格納容器圧力計
監視失敗

運転失敗

②440V
AC電源

4.0m

⑥補機
冷却水系

3.7m 

内部
スプレポンプ
現場操作箱

11.1m 

起動失敗 内部
スプレ
ポンプ
11.1m 

格納容器圧力計
11.1m ④115V

AC電源
4.0m

弁操作失敗

③125V 
DC電源

4.0m

⑩RWST
（－）

②440V
AC電源

4.0m

内部スプレ
ポンプ出口弁
(MOV-2352A,B)

11.1m 

各サポート系については、
以下のとおり整理した。
①6.6kV AC電源(18/26)
②440V AC電源(18/26)
③125V DC電源(19/26)
④115V AC電源(20/26)
⑤バッテリー(20/26)
⑥補機冷却水系(23/26)
⑦海水系(24/26)
⑧計器用空気系(25/26)
⑨再循環切替(26/26)
⑩RWST(26/26)
具体的な系統については、
（ ）のページに示す。
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各影響緩和機能のフォールトツリー（津波：炉心損傷）

余熱除去ポンプによる
ブースティング失敗

3.7m 

余熱除去系による
給水失敗 弁操作失敗

余熱除去
ポンプ失敗

②440V
AC電源
4.0m 

余熱除去ポンプ
現場操作箱

11.1m 

⑥補機
冷却水系

3.7m 

余熱除去クーラ
機能喪失

余熱除去
ポンプ
11.1m 

③125V
DC電源

4.0m

②440V
AC電源

4.0m 

⑥補機
冷却水系

3.7m 

余熱除去ポンプによるブースティング（フロントライン系）

余熱除去クーラ
（－）

余熱除去クーラ
冷却水入口弁
(MOV-738A,B)

11.1m

余熱除去系
再循環弁

(MOV-1826A,B)
11.1m 

原子炉容器低圧
安全注入弁

(MOV-1860A,B)
（－）

⑨再循環切替
4.0m 

再循環切替
失敗

各サポート系については、
以下のとおり整理した。
①6.6kV AC電源(18/26)
②440V AC電源(18/26)
③125V DC電源(19/26)
④115V AC電源(20/26)
⑤バッテリー(20/26)
⑥補機冷却水系(23/26)
⑦海水系(24/26)
⑧計器用空気系(25/26)
⑨再循環切替(26/26)
⑩RWST(26/26)
具体的な系統については、
（ ）のページに示す。

余熱除去系
燃料取替用水供給

第１及び第２弁
(MOV-1823,1827)

11.1m 
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各影響緩和機能のフォールトツリー（津波：炉心損傷）

高圧注入による再循環炉心冷却（フロントライン系）

高圧注入による
再循環炉心冷却

失敗
3.7m

②440V
AC電源
4.0m 

高圧注入
ポンプ 失敗

運転失敗

②440V
AC電源

4.0m

⑥補機
冷却水系

3.7m 

高圧注入ポンプ
11.1m 

弁操作失敗

⑨再循環
切替
4.0m

高圧注入ポンプミニマム
フローライン第1止め弁
(MOV-11817A,B,C)

11.1m 

各サポート系については、
以下のとおり整理した。
①6.6kV AC電源(18/26)
②440V AC電源(18/26)
③125V DC電源(19/26)
④115V AC電源(20/26)
⑤バッテリー(20/26)
⑥補機冷却水系(23/26)
⑦海水系(24/26)
⑧計器用空気系(25/26)
⑨再循環切替(26/26)
⑩RWST(26/26)
具体的な系統については、
（ ）のページに示す。

再循環切替
失敗

③125V
DC電源

4.0m

再起動失敗 高圧注入ポンプ
現場操作箱

11.1m 

燃料取替用水タン
ク出口第2弁
(MOV-1825)

11.1m 
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各影響緩和機能のフォールトツリー（津波：炉心損傷）

格納容器循環空調装置による格納容器冷却（フロントライン系）

各サポート系については、
以下のとおり整理した。
①6.6kV AC電源(18/26)
②440V AC電源(18/26)
③125V DC電源(19/26)
④115V AC電源(20/26)
⑤バッテリー(20/26)
⑥補機冷却水系(23/26)
⑦海水系(24/26)
⑧計器用空気系(25/26)
⑨再循環切替(26/26)
⑩RWST(26/26)
具体的な系統については、
（ ）のページに示す。

格納容器循環空調装置による格納容器冷却失敗
3.7m 

格納容器循環
空調装置

失敗

格納容器
循環フィルタユニット

（－）

格納容器循環
空調装置

（－）
③125V
DC電源

4.0m

②440V
AC電源

4.0m 

⑥補機
冷却水系

3.7m 
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各影響緩和機能のフォールトツリー（津波：炉心損傷）

蒸気発生器水位監視
失敗

蒸気発生器
水位計（狭域）

失敗

タービン動補助給水
ポンプによる給水失敗

タービン動補助
給水ポンプ
弁制御盤

11.1m 

タービン動補助
給水ポンプ

11.1m 

蒸気発生器
水位計（狭域）

（－）

タービン動補助
給水ポンプ起動弁

(MS-039,040)
11.1m 

復水
タンク
（－）

可搬式
消防ポンプ

32.0m 

ホース
32.0m 

可搬式
消防ポンプ

用燃料
32.0m 

水源の確保の失敗

補助給水による蒸気発生器への給水（タービン動（消防ポンプによる復水タンクへの給水を含む））（フロントライン系）

補助給水による蒸気発生器への給水
（タービン動（消防ポンプによる復水タンクへの給水を含む））失敗

11.1m 

115V AC
電源失敗

※1

125V DC
電源失敗

電源供給
失敗

⑤バッテリー
11.1m 

リレー室直流
分電盤
11.5m 

直流き電盤
11.1m 

※1

中央制御室
直流分電盤

17.0m 

計器用
電源盤
11.5m 

計器用
分電盤
11.5m 

125VDC
電源失敗

空冷式非常
用発電装置

11.1m 

各サポート系については、
以下のとおり整理した。
①6.6kV AC電源(18/26)
②440V AC電源(18/26)
③125V DC電源(19/26)
④115V AC電源(20/26)
⑤バッテリー(20/26)
⑥補機冷却水系(23/26)
⑦海水系(24/26)
⑧計器用空気系(25/26)
⑨再循環切替(26/26)
⑩RWST(26/26)
具体的な系統については、
（ ）のページに示す。

ドロッパ盤
11.1m 
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各影響緩和機能のフォールトツリー（津波：炉心損傷）

主蒸気逃がし弁による熱放出（手動・現場）（フロントライン系）

主蒸気逃がし弁による熱放出
（手動・現場）

失敗
11.1m 

1次冷却材高温側
及び低温側
温度計(広域)

（－）

1次冷却材
圧力計
（－）

RCS状態監視失敗
主蒸気逃がし弁
(PCV-482A,B)

11.1m

各サポート系については、
以下のとおり整理した。
①6.6kV AC電源(18/26)
②440V AC電源(18/26)
③125V DC電源(19/26)
④115V AC電源(20/26)
⑤バッテリー(20/26)
⑥補機冷却水系(23/26)
⑦海水系(24/26)
⑧計器用空気系(25/26)
⑨再循環切替(26/26)
⑩RWST(26/26)
具体的な系統については、
（ ）のページに示す。

115V AC電源失敗

直流き電盤
11.1m 

⑤バッテリー
11.1m

125VDC電源失敗

中央制御室
直流分電盤

17.0m 

ドロッパ盤
11.1m

空冷式非常
用発電装置

11.1m 

計器用
電源盤
11.5m 

計器用
分電盤
11.5m 

電源供給失敗

リレー室直流
分電盤
11.5m 

電源供給失敗

④115V
AC電源
4.0m
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各影響緩和機能のフォールトツリー（津波：炉心損傷）

蓄圧注入による
ほう酸水の給水失敗

11.1m 

1次冷却材
圧力計

（－）

1次冷却材高温側
及び低温側
温度計(広域)

（－）

アキュムレータ
（－）

RCS状態監視失敗

各サポート系については、
以下のとおり整理した。
①6.6kV AC電源(18/26)
②440V AC電源(18/26)
③125V DC電源(19/26)
④115V AC電源(20/26)
⑤バッテリー(20/26)
⑥補機冷却水系(23/26)
⑦海水系(24/26)
⑧計器用空気系(25/26)
⑨再循環切替(26/26)
⑩RWST(26/26)
具体的な系統については、
（ ）のページに示す。

115V AC電源失敗

直流き電盤
11.1m 

⑤バッテリー
11.1m 

125VDC電源失敗

中央制御室
直流分電盤

17.0m 

リレー室直流
分電盤
11.5m 

空冷式非常
用発電装置

11.1m 

計器用
電源盤
11.5m 

計器用
分電盤
11.5m 

電源供給失敗

ドロッパ盤
11.1m

電源供給失敗

④115V
AC電源
4.0m

蓄圧注入によるほう酸水の給水（フロントライン系）
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各影響緩和機能のフォールトツリー（津波：炉心損傷）

空冷式非常用発電装置からの給電 失敗
11.1m 

空冷式非常
用発電装置

17.5m

空冷式非常用発電装置からの給電（フロントライン系）

給電先の
機能喪失

メタクラ
11.1m 

原子炉
コントロール

センタ
18.4m 

6.6kV
AC電源失敗

440V
AC電源失敗

125V
DC電源失敗

115V
AC電源失敗

計器用
電源盤
11.5m

計器用
分電盤
11.5m 

直流き電盤
11.1m 

整流器
11.1m

空冷式非常
用発電装置
中継・接続盤

11.1m

動力変圧器
11.1m 

パワー
センタ
11.1m 

中央制御室
直流分電盤

17.0m 

リレー室直流
分電盤
11.5m

各サポート系については、
以下のとおり整理した。
①6.6kV AC電源(18/26)
②440V AC電源(18/26)
③125V DC電源(19/26)
④115V AC電源(20/26)
⑤バッテリー(20/26)
⑥補機冷却水系(23/26)
⑦海水系(24/26)
⑧計器用空気系(25/26)
⑨再循環切替(26/26)
⑩RWST(26/26)
具体的な系統については、
（ ）のページに示す。

ドロッパ盤
11.1m 
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各影響緩和機能のフォールトツリー（津波：炉心損傷）

各サポート系については、
以下のとおり整理した。
①6.6kV AC電源(18/26)
②440V AC電源(18/26)
③125V DC電源(19/26)
④115V AC電源(20/26)
⑤バッテリー(20/26)
⑥補機冷却水系(23/26)
⑦海水系(24/26)
⑧計器用空気系(25/26)
⑨再循環切替(26/26)
⑩RWST(26/26)
具体的な系統については、
（ ）のページに示す。

蒸気発生器水位
監視失敗

蒸気発生器
水位計（狭域）

失敗
タービン動補助給水

ポンプによる給水失敗

タービン動補助
給水ポンプ
弁制御盤

11.1m 

タービン動補
助給水ポンプ

11.1m

補助給水ポンプによる給水失敗

蒸気発生器
水位計（狭域）

（－）

タービン動補助給水
ポンプ起動弁
(MS-039,040)

11.1m 

復水
タンク
（－）

可搬式
消防ポンプ

32.0m 
ホース
32.0m

可搬式
消防ポンプ用

燃料
32.0m 

水源の確保の失敗

電動補助給水
ポンプによる給水失敗

電動補助
給水ポンプ

11.1m 

③125V
DC電源

4.0m 

②440V
AC電源

4.0m 

電動補助給水
ポンプ失敗

弁操作失敗

③125V
DC電源

4.0m 

電動補助給水ポ
ンプ出口電動弁
(FW-041,042)

11.1m 

電動補助
給水ポンプ
弁制御盤

11.1m 

電源供給失敗

補助給水による蒸気発生器への給水（電動またはタービン動（消防ポンプによる復水タンクへの給水を含む））
（フロントライン系）

補助給水による蒸気発生器への給水
（電動またはタービン動（消防ポンプによる復水タンクへの給水を含む））失敗

11.1m 

電源供給失敗

③125V
DC電源
4.0m 計器用

分電盤
11.5m 

125VDC
電源失敗

115V AC
電源失敗

※1

④115V
AC電源
4.0m 

空冷式非常
用発電装置

11.1m 

計器用
電源盤
11.5m 

⑤バッテリー
11.1m 

125V DC
電源失敗

直流き電盤
11.1m 

※1
中央制御室
直流分電盤

17.0m

リレー室直流
分電盤
11.5m 

ドロッパ盤
11.1m
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各影響緩和機能のフォールトツリー（津波：炉心損傷）

①6.6kV AC電源（サポート系）

6.6kV AC電源喪失
4.0m 

メタクラ
11.1m ①6.6kV

AC電源
4.0m

動力変圧器
11.1m 

440V AC電源喪失
4.0m 

原子炉
コントロール

センタ
18.4m 

パワー
センタ
11.1m 

非常用所内
電源
3.7m 

外部電源
4.0m 

②440V AC電源（サポート系）

各サポート系については、
以下のとおり整理した。
①6.6kV AC電源(18/26)
②440V AC電源(18/26)
③125V DC電源(19/26)
④115V AC電源(20/26)
⑤バッテリー(20/26)
⑥補機冷却水系(23/26)
⑦海水系(24/26)
⑧計器用空気系(25/26)
⑨再循環切替(26/26)
⑩RWST(26/26)
具体的な系統については、
（ ）のページに示す。
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各影響緩和機能のフォールトツリー（津波：炉心損傷）

③125V DC電源（サポート系）

125V DC電源喪失
4.0m 

電源供給失敗

整流器
11.1m 

②440V
AC電源
4.0m 

直流き電盤
11.1m 

中央制御室
直流分電盤

17.0m 

リレー室直流分
電盤
11.5m 

各サポート系については、
以下のとおり整理した。
①6.6kV AC電源(18/26)
②440V AC電源(18/26)
③125V DC電源(19/26)
④115V AC電源(20/26)
⑤バッテリー(20/26)
⑥補機冷却水系(23/26)
⑦海水系(24/26)
⑧計器用空気系(25/26)
⑨再循環切替(26/26)
⑩RWST(26/26)
具体的な系統については、
（ ）のページに示す。

ドロッパ盤
11.1m 
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各影響緩和機能のフォールトツリー（津波：炉心損傷）

④115V AC電源（サポート系）

115V
AC電源喪失

4.0m 

電源供給失敗

②440V
AC電源
4.0m 

③125V
DC電源
4.0m 

計器用
電源盤
11.5m 

計器用
分電盤
11.5m 

⑤バッテリー（サポート系）

バッテリー喪失
11.1m 

蓄電池
11.1m 

各サポート系については、
以下のとおり整理した。
①6.6kV AC電源(18/26)
②440V AC電源(18/26)
③125V DC電源(19/26)
④115V AC電源(20/26)
⑤バッテリー(20/26)
⑥補機冷却水系(23/26)
⑦海水系(24/26)
⑧計器用空気系(25/26)
⑨再循環切替(26/26)
⑩RWST(26/26)
具体的な系統については、
（ ）のページに示す。
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各影響緩和機能のフォールトツリー（津波：炉心損傷）

ディーゼル発電機失敗 ディーゼル発電機燃料供給失敗

ディーゼル発電機
コントロールセンタ

機能喪失

ディーゼル
発電機

コントロール
センタ
7.8m 

⑦海水系
3.7m 

内燃機関
（ディーゼル機関）

失敗

ディーゼル
発電機盤
機能喪失

ディーゼル
発電機盤

7.8m 

燃料油
移送ポンプ

7.8m 

燃料油
サービス

タンク
（－）

②440V
AC電源
4.0m 

内燃機関
(ディーゼル

機関)
7.8m 

ディーゼル
発電機
電圧計
17.0m 

③125V
DC電源
4.0m 

④115V
AC電源
4.0m 

⑤バッテリー
11.1m 

空気だめ
（－）

燃料油
貯蔵タンク

（－）

非常用所内電源（サポート系）

非常用所内電源喪失
3.7m 

各サポート系については、
以下のとおり整理した。
①6.6kV AC電源(18/26)
②440V AC電源(18/26)
③125V DC電源(19/26)
④115V AC電源(20/26)
⑤バッテリー(20/26)
⑥補機冷却水系(23/26)
⑦海水系(24/26)
⑧計器用空気系(25/26)
⑨再循環切替(26/26)
⑩RWST(26/26)
具体的な系統については、
（ ）のページに示す。
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各影響緩和機能のフォールトツリー（津波：炉心損傷）

空冷式非常
用発電装置

17.5m

給電先の
機能喪失

メタクラ
11.1m

原子炉
コントロール

センタ
18.4m 

6.6kV
AC電源失敗

440V
AC電源失敗

125V
DC電源失敗

115V
AC電源失敗

計器用
電源盤
11.5m

計器用
分電盤
11.5m

直流き電盤
11.1m

整流器
11.1m

空冷式非常
用発電装置
中継・接続盤

11.1m

動力変圧器
11.1m 

パワー
センタ
11.1m 

空冷式非常用発電装置（サポート系）

空冷式非常用発電装置 喪失
11.1m

各サポート系については、
以下のとおり整理した。
①6.6kV AC電源(18/26)
②440V AC電源(18/26)
③125V DC電源(19/26)
④115V AC電源(20/26)
⑤バッテリー(20/26)
⑥補機冷却水系(23/26)
⑦海水系(24/26)
⑧計器用空気系(25/26)
⑨再循環切替(26/26)
⑩RWST(26/26)
具体的な系統については、
（ ）のページに示す。

ドロッパ盤
11.1m

中央制御室
直流分電盤

17.0m 

リレー室直流
分電盤
11.5m
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各影響緩和機能のフォールトツリー（津波：炉心損傷）

⑥補機冷却水系（サポート系）
各サポート系については、
以下のとおり整理した。
①6.6kV AC電源(18/26)
②440V AC電源(18/26)
③125V DC電源(19/26)
④115V AC電源(20/26)
⑤バッテリー(20/26)
⑥補機冷却水系(23/26)
⑦海水系(24/26)
⑧計器用空気系(25/26)
⑨再循環切替(26/26)
⑩RWST(26/26)
具体的な系統については、
（ ）のページに示す。

補機冷却水系喪失
3.7m

1次系冷却水ポンプ
失敗

1次系
冷却水ポンプ

11.1m

1次系冷却水ポンプ
現場操作箱

11.1m

1次系冷却水
クーラ
（－）

⑦海水系
3.7m

1次系冷却水クーラ
機能喪失

②440V
AC電源

4.0m

③125V
DC電源
4.0m※

※再循環時を除く

格納容器冷却水系統
失敗

格納容器
冷却水ポンプ失敗

格納容器
冷却水ポンプ

11.1m

格納容器
冷却水ポンプ
現場操作箱

11.1m

格納容器
冷却水クーラ

（－）

⑦海水系
3.7m

格納容器
冷却水クーラ機能喪失

②440V
AC電源

4.0m

③125V
DC電源
4.0m※

※再循環時を除く

1次系冷却水系統
失敗
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各影響緩和機能のフォールトツリー（津波：炉心損傷）

⑦海水系（サポート系）

海水系 喪失
3.7m 

海水ポンプ失敗

②440V
AC電源

4.0m

③125V
DC電源
4.0m 

海水ポンプ
3.7m 

海水ポンプ
現場操作箱

5.12m 各サポート系については、
以下のとおり整理した。
①6.6kV AC電源(18/26)
②440V AC電源(18/26)
③125V DC電源(19/26)
④115V AC電源(20/26)
⑤バッテリー(20/26)
⑥補機冷却水系(23/26)
⑦海水系(24/26)
⑧計器用空気系(25/26)
⑨再循環切替(26/26)
⑩RWST(26/26)
具体的な系統については、
（ ）のページに示す。
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各影響緩和機能のフォールトツリー（津波：炉心損傷）

②440V
AC電源

4.0m 

④115V
AC電源

4.0m 

非常用空気
圧縮機制御盤

17.0m

⑥補機
冷却水系

3.7m 

非常用空気
乾燥器
（－）

非常用
空気だめ

（－）

⑧計器用空気系（サポート系）

計器用空気系
喪失
3.7m 

非常用空気圧縮機
失敗

各サポート系については、
以下のとおり整理した。
①6.6kV AC電源(18/26)
②440V AC電源(18/26)
③125V DC電源(19/26)
④115V AC電源(20/26)
⑤バッテリー(20/26)
⑥補機冷却水系(23/26)
⑦海水系(24/26)
⑧計器用空気系(25/26)
⑨再循環切替(26/26)
⑩RWST(26/26)
具体的な系統については、
（ ）のページに示す。

非常用空気
圧縮機
11.1m 
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各影響緩和機能のフォールトツリー（津波：炉心損傷）

⑨再循環切替（サポート系）

再循環切替機能喪失
4.0m 

燃料取替用水
タンク水位計

4.0m ④115V 
AC電源

4.0m 

⑩RWST（サポート系）

RWST
喪失
（－）

燃料取替用水タンク
（－）

格納容器
再循環サンプ

（－）

②440V 
AC電源

4.0m 

弁操作
失敗

燃料取替用水
タンク水位計

失敗

各サポート系については、
以下のとおり整理した。
①6.6kV AC電源(18/26)
②440V AC電源(18/26)
③125V DC電源(19/26)
④115V AC電源(20/26)
⑤バッテリー(20/26)
⑥補機冷却水系(23/26)
⑦海水系(24/26)
⑧計器用空気系(25/26)
⑨再循環切替(26/26)
⑩RWST(26/26)
具体的な系統については、
（ ）のページに示す。

格納容器再循環サンプ
第１隔離弁

(MOV-1829A,B) 
11.1m 



イベントツリーの許容津波高さ及びクリフエッジ評価（津波：炉心損傷） 
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起因事象：補機冷却水の喪失、

主給水喪失、 
過渡事象 

失敗

原子炉停止

炉心損傷

成功

※：破線は一度機能喪失した緩和系は回復しないという前提において、当該起因事象発生と同時に喪失する成功パスを示すもの

成功

失敗

成功

成功

成功
主蒸気逃がし弁に

よる熱放出
（自動/手動・中央制

御室）

充てん系による
ほう酸の添加

余熱除去系に
よる冷却

冷却成功

失敗

成功

失敗

*1 フィードアンドブリード
シナリオへ移行

*1 フィードアンドブリード
シナリオへ移行

*1 フィードアンドブリード
シナリオへ移行

失敗

成功

主蒸気逃がし弁に
よる熱放出

（手動・現場）

蓄圧注入による
ほう酸水の給水

炉心損傷

冷却成功

炉心損傷

成功

失敗

失敗

補機冷却水系の
回復

補助給水による蒸気
発生器への給水

（電動またはタービ
ン動（消防ポンプに
よる復水タンクへの

給水を含む））

失敗
失敗

成功 失敗

成功

成功

失敗

成功

失敗

高圧注入による
原子炉への給水

加圧器逃がし弁
による熱放出
（手動・中央制

御室）

炉心損傷

内部スプレに
よる格納容器除熱

炉心損傷

高圧注入による
再循環炉心冷却

炉心損傷

格納容器循環空調装置
による格納容器冷却

炉心損傷

冷却成功

余熱除去ポンプによる
ブースティング

失敗

成功

炉心損傷

格納容器循環空調装置
による格納容器冷却

余熱除去ポンプによる
ブースティング

炉心損傷

成功

失敗

高圧注入による
再循環炉心冷却

炉心損傷

成功

失敗

冷却成功

炉心損傷

成功

失敗

成功

*1 フィードアンドブリードシナリオ補機冷却水系の
回復

炉心損傷

11.10m

11.10m

11.10m
11.10m

3.70m

成功パス

補機冷却水の喪失
主給水喪失
過渡事象

失敗

失敗

成功



イベントツリーの許容津波高さ及びクリフエッジ評価（津波：炉心損傷） 
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起因事象：補機冷却水の喪失、

主給水喪失、 

過渡事象、 

外部電源喪失 

成功

※：破線は一度機能喪失した緩和系は回復しないという前提において、当該起因事象発生と同時に喪失する成功パスを示すもの

成功

失敗

成功

成功

成功
主蒸気逃がし弁に

よる熱放出
（自動/手動・中央制

御室）

充てん系による
ほう酸の添加

余熱除去系に
よる冷却

冷却成功

失敗

成功

失敗

*1 フィードアンドブリード
シナリオへ移行

*1 フィードアンドブリード
シナリオへ移行

*1 フィードアンドブリード
シナリオへ移行

失敗

成功

主蒸気逃がし弁に
よる熱放出

（手動・現場）

蓄圧注入による
ほう酸水の給水

炉心損傷

冷却成功

炉心損傷

成功

失敗

失敗

補機冷却水系の
回復

補助給水による蒸気
発生器への給水

（電動またはタービ
ン動（消防ポンプに
よる復水タンクへの

給水を含む））

失敗
失敗

成功 失敗

成功

成功

失敗

成功

失敗

高圧注入による
原子炉への給水

加圧器逃がし弁
による熱放出
（手動・中央制

御室）

内部スプレに
よる格納容器除熱

高圧注入による
再循環炉心冷却

格納容器循環空調装置
による格納容器冷却

冷却成功

余熱除去ポンプによる
ブースティング

失敗

成功

格納容器循環空調装置
による格納容器冷却

余熱除去ポンプによる
ブースティング

成功

失敗

高圧注入による
再循環炉心冷却

成功

失敗

冷却成功

成功

失敗

成功

*1 フィードアンドブリードシナリオ補機冷却水系の
回復

炉心損傷

失敗

補機冷却水の喪失
主給水喪失
過渡事象

外部電源喪失

原子炉停止

炉心損傷

成功

11.10m 非常用所内電源
からの給電

3.70m

失敗

成功

成功

失敗

成功

成功

補助給水による蒸気
発生器への給水

（タービン動（消防ポ
ンプによる復水タン

クへの給水を含む））

主蒸気逃がし弁によ
る熱放出(手動・現場)

蓄圧注入による
ほう酸水の給水

空冷式非常用発電
装置からの給電

炉心損傷
失敗

炉心損傷

冷却成功

失敗

失敗

炉心損傷

炉心損傷

11.10m

11.10m

11.10m

11.10m

成功パス

*2 緊急安全対策シナリオ

失敗

失敗

成功

*2 緊急安全対策
シナリオへ移行

*2 緊急安全対策
シナリオへ移行

*2 緊急安全対策
シナリオへ移行

*2 緊急安全対策
シナリオへ移行

*2 緊急安全対策
シナリオへ移行

*2 緊急安全対策
シナリオへ移行

*2 緊急安全対策
シナリオへ移行

*2 緊急安全対策
シナリオへ移行
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浸水量評価を用いたクリフエッジとしての許容津波高さの再評価について 
 
 
１．はじめに 

 プラントの津波に対するクリフエッジを評価するにあたり、津波高さが各

設備の設置高さまたは浸水口高さを超えると、浸水してそれらの設備は機能

喪失するものとして評価を実施し、最大の許容津波高さとなる収束シナリオ

（成功パス）を特定しているが、最終的なクリフエッジを評価するにあたっ

ては、それらの設備の設置されている区画への浸水量を評価し、当該設備が

機能喪失しないのであれば、上記の許容津波高さを超える津波高さをクリフ

エッジとして設定することができる。 
 そこで、以下のとおり、特定された収束シナリオ（成功パス）の許容津波

高さで影響を受ける設備に対し、当該設備の設置区画での浸水量を評価し、

最終的なクリフエッジとしての許容津波高さを評価する。ただし、その値が

緊急安全対策として実施した扉や貫通部等のシール施工範囲を上回る場合

については、津波がシール施工範囲を超えて設備に影響を及ぼすと考え、シ

ール施工範囲としての高さをクリフエッジとして評価する。 
 
２．クリフエッジとしての許容津波高さの再評価方法について 

津波モデルならびに浸水口からの浸水量の算定式は次のとおりとする。 
【津波モデル】 
・ 周期 30 分の正弦波 1 波を考慮する。 
・ 津波高さが浸水口高さを超える時間を当該区画の浸水口が浸水を受

ける時間（以降、浸水継続時間）とし、その時間における浸水口に

対する津波の水位より浸水量を計算する。 
 

浸水継続時間は、津波高さと当該区画の浸水口高さを用いて、式(1)により

計算できる。 
 

H
BTt 1sin1

2
1         ・・・式（１） 
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ここで、 t：浸水継続時間[min]、T ：津波周期[min]、 
    B ：当該区画の浸水口高さ[m]、H ：津波高さ[m] 

 
また、浸水継続時間中の浸水口に対する津波の水位は、式(2)で求められる。 

 

B
T

tHh '2sin        ・・・式（２） 

 
ここで、 h：浸水口に対する津波の水位[m]、 't ：時刻[min]、 

T ：津波周期[min]、B ：当該区画の浸水口高さ[m]、 
H ：津波高さ[m] 

 
【浸水口からの浸水量算定式】 

単位時間当たりの浸水量は、ベルヌーイの定理を応用した式(3)で求め

ることができる。 
 

36002ghCAQ      ・・・式 （３） 
 

ここで、Q：単位時間あたりの浸水量[m3/h]、C ：流量係数[－]、 
A：流入面積[m2]、 g ：重力加速度(9.8)[m/s2]、 
h：浸水口に対する津波の水位[m] 

 
破損を想定する扉や、シールを施工していない扉については、流入面

積をもとに式(3)より浸水量を算出する。（流量係数C については、破損

を想定する扉は 0.5、シールを施工していない扉は 0.6 とする。） 
一方、シールを施工した扉については、建屋躯体と扉との隙間がほと

んど無く、流入面積の計算が困難なことから、流入面積を定数に取り込

んだ式(4)を用いる。なお、定数については、両開き扉 1.5、片開き扉 0.1
と設定した。 

 
hAQ '         ・・・式（４） 
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ここで、Q：単位時間あたりの浸水量[m3/h]、 'A ：定数[m5/2/h]、 
        h：浸水口に対する津波の水位[m] 

 
また、水密扉については、扉の設計仕様（許容漏水量）に基づき、式

(5)により浸水量を算出する。 

 
aQ 02.0      ・・・式（５） 

 
ここで、Q：単位時間あたりの浸水量[m3/h] 

   a：水密扉の有効開口面積[m2] 

 
浸水口に対する津波の水位及び浸水口からの単位時間当たりの浸水量を

もとに、浸水継続時間中の浸水量を算出する。そして、その浸水量及び当該

区画の面積から当該区画の浸水高さを算出する。浸水高さが当該設備の機能

維持できる最大高さに達した際の津波高さが当該設備の許容津波高さとな

る。ただし、その許容津波高さより小さい津波高さにおいて、他の設備等が

津波の影響を受けることで、成立する収束シナリオ（成功パス）が無くなる

場合は、その高さをクリフエッジとしての許容津波高さとして特定する。 
 
３．浸水量評価対象設備について 

クリフエッジとなる許容津波高さで影響を受ける設備は、当該プラントで

の最大の許容津波高さとなる収束シナリオ（成功パス）において、許容津波

高さの最も小さい設備であるタービン動補助給水ポンプ等及びサポート系

となる電気設備、ならびに炉心損傷直結を発生させる中央制御室外原子炉停

止盤である。 
これらを対象に浸水量評価を行い、クリフエッジとしての許容津波高さを

再評価する。 
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表１ 浸水量評価対象設備及び設置区画 

設置区画 
設置高さ 
EL.[m] 

浸水量評価対象設備 

タービン動補助給水ポンプ室 4.0 タービン動補助給水ポンプ等 
内部スプレポンプ室 4.0 原子炉トリップ遮断器盤 

バッテリー室 8.0 蓄電池等 

メタクラパワーセンタ室 10.1 メタクラ等 

使用済燃料ピット室 10.1 空冷式非常用発電装置中継・接続盤

主蒸気ヘッダ室 10.1 主蒸気逃がし弁 

 
４．浸水量評価対象設備に対する評価結果について 

浸水量評価対象設備の設置区画に対しては、タービン建屋、ディーゼル発

電機室もしくは原子炉背面道路に面した扉等が浸水口となる。 
当該プラントに対し、津波は３号機西側の外海に面した谷と谷の間から敷

地に浸入し、３号機を迂回して浸入すると考えられる。タービン建屋及びデ

ィーゼル発電機室の建屋外部に面した扉等は保守的に破損を想定し、タービ

ン建屋及びディーゼル発電機室は、瞬時に津波の水位まで浸水するものとす

る。 
まず、浸水量評価対象設備の許容津波高さとして設定した津波高さ

EL.11.1m に対して浸水量評価を行った。 
 
（１）浸水継続時間 

浸水継続時間は、浸水量を算出する扉の高さ及び津波高さから、式(1)より

EL.4.0m の扉は 11.5 分、EL.6.9m の扉は 8.6 分、EL.10.1ｍの扉は 4.1 分と

算出できる（EL.6.9m はバッテリー室の扉高さ）。 
 

（２）浸水量及び浸水高さ 
浸水量評価対象設備設置区画への浸水量及び当該区画の浸水高さを算出

した結果を表２に示す。全ての区画において、浸水高さが設備の機能維持で

きる高さを超えないことから、浸水量評価対象設備は機能喪失しないと評価

できる。 
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表２ 浸水量評価結果 

設置区画 
面積※１ 

[m2] 

浸水量※２ 

[m3] 

浸水高さ 

[cm] 

機能維持可能 

浸水高さ※３[cm] 
タービン動 
補助給水ポンプ室 

110.3 0.04 0.1 21.0 

内部スプレポンプ室 
浸水経路となる各室までは浸水するが、堰等があることにより、内部

スプレポンプ室までは浸水しない。 

バッテリー室 室入口付近の浸水高さに対し、床高さの方が高いため、浸水しない。

メタクラパワーセンタ室 42.4 0.01 0.1 1.0 

使用済燃料ピット室 浸水経路となる各室までは浸水するが、堰等があることにより、使用

済燃料ピット室までは浸水しない。 

主蒸気ヘッダ室 主蒸気ヘッダ室にある主蒸気逃がし弁は、EL.11.1m より高い位置に

設置されているため、浸水しない。 
※1 区画面積から設備面積を除いた面積。 
※2 シールを施工した扉もしくは水密扉であり、式(4)もしくは式(5)を用いた。 
※3 各区画の浸水量評価対象設備のうち、一番低い高さを示す。 

 
以上より、許容津波高さとして設定した津波高さ EL.11.1m は、緊急安全

対策として実施したシール施工範囲としての高さであるため、浸水量評価対

象設備の許容津波高さは、EL.11.1m と評価できる。 
 
５．その他の設備等に対する浸水量評価について 

浸水量評価対象設備の浸水口高さは、今回緊急安全対策として実施した扉

や貫通部等のシール施工等の範囲であり、それ以外の設備等については、こ

れ以上の設置高さにあり、かつ浸水経路を考慮すると、これらの設備等が浸

水する以前に、浸水量評価対象設備のいずれかが浸水することから、それ以

外の設備等に対する同様の評価を実施する必要はない。 
 
６．結論 

上記の評価結果から、当該プラントでのクリフエッジとしての許容津波高

さは、EL.11.1m と評価する。 



イベントツリーの許容津波高さ及びクリフエッジ評価（緊急安全対策前）（津波：炉心損傷） 
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起因事象：補機冷却水の喪失、

主給水喪失、 
過渡事象 

4.00m

失敗

原子炉停止

炉心損傷

成功

※：破線は一度機能喪失した緩和系は回復しないという前提において、当該起因事象発生と同時に喪失する成功パスを示すもの

成功

失敗

成功

成功

成功
主蒸気逃がし弁に

よる熱放出
（自動/手動・中央制

御室）

充てん系による
ほう酸の添加

余熱除去系に
よる冷却

冷却成功

失敗

成功

失敗

*1 フィードアンドブリード
シナリオへ移行

*1 フィードアンドブリード
シナリオへ移行

*1 フィードアンドブリード
シナリオへ移行

失敗

成功

主蒸気逃がし弁に
よる熱放出

（手動・現場）
炉心損傷

失敗

補機冷却水系の
回復

補助給水による蒸気
発生器への給水

（電動またはタービ
ン動）

失敗
失敗

成功 失敗

成功

成功

失敗

成功

失敗

高圧注入による
原子炉への給水

加圧器逃がし弁
による熱放出
（手動・中央制

御室）

炉心損傷

内部スプレに
よる格納容器除熱

炉心損傷

高圧注入による
再循環炉心冷却

炉心損傷

格納容器循環空調装置
による格納容器冷却

炉心損傷

冷却成功

余熱除去ポンプによる
ブースティング

失敗

成功

炉心損傷

格納容器循環空調装置
による格納容器冷却

余熱除去ポンプによる
ブースティング

炉心損傷

成功

失敗

高圧注入による
再循環炉心冷却

炉心損傷

成功

失敗

冷却成功

炉心損傷

成功

失敗

成功

*1 フィードアンドブリードシナリオ補機冷却水系の
回復

炉心損傷

3.70m

*

*緊急対策前の手順書では、本シナリオで炉心長期冷却の手順なし

4.00m

4.00m

補機冷却水の喪失
主給水喪失
過渡事象

失敗

失敗

成功



イベントツリーの許容津波高さ及びクリフエッジ評価（緊急安全対策前）（津波：炉心損傷） 
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起因事象：補機冷却水の喪失、

主給水喪失、 

過渡事象、 

外部電源喪失 

4.00m

成功

※：破線は一度機能喪失した緩和系は回復しないという前提において、当該起因事象発生と同時に喪失する成功パスを示すもの

成功

失敗

成功

成功

成功
主蒸気逃がし弁に

よる熱放出
（自動/手動・中央制

御室）

充てん系による
ほう酸の添加

余熱除去系に
よる冷却

冷却成功

失敗

成功

失敗

*1 フィードアンドブリード
シナリオへ移行

*1 フィードアンドブリード
シナリオへ移行

*1 フィードアンドブリード
シナリオへ移行

失敗

成功

主蒸気逃がし弁に
よる熱放出

（手動・現場）
炉心損傷

失敗

補機冷却水系の
回復

補助給水による蒸気
発生器への給水

（電動またはタービ
ン動）

失敗
失敗

成功 失敗

成功

成功

失敗

成功

失敗

高圧注入による
原子炉への給水

加圧器逃がし弁
による熱放出
（手動・中央制

御室）

炉心損傷

内部スプレに
よる格納容器除熱

炉心損傷

高圧注入による
再循環炉心冷却

炉心損傷

格納容器循環空調装置
による格納容器冷却

炉心損傷

冷却成功

余熱除去ポンプによる
ブースティング

失敗

成功

炉心損傷

格納容器循環空調装置
による格納容器冷却

余熱除去ポンプによる
ブースティング

炉心損傷

成功

失敗

高圧注入による
再循環炉心冷却

炉心損傷

成功

失敗

冷却成功

炉心損傷

成功

失敗

成功

*1 フィードアンドブリードシナリオ補機冷却水系の
回復

炉心損傷

失敗

補機冷却水の喪失
主給水喪失
過渡事象

外部電源喪失

原子炉停止

炉心損傷

成功

非常用所内電源
からの給電

失敗

失敗

失敗

炉心損傷

*

*緊急対策前の手順書では、本シナリオで炉心長期冷却の手順なし

3.70m

成功



各起因事象におけるイベントツリー（津波：ＳＦＰ燃料損傷） 
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起因事象：補機冷却水の喪失 

起因事象：ＳＦＰ冷却機能喪失 

SFP冷却系による
冷却

冷却成功

燃料取替用水ポンプ
による注水

成功

失敗

燃料取替用水タンクに
よる水源の確保

成功
冷却成功

 *1消防ポンプ等による
注水シナリオへ移行

消防ポンプ等による
注水

冷却成功

燃料損傷
失敗

失敗

成功

*1消防ポンプ等による注水シナリオ

失敗

成功

補機冷却水の喪失
SFP冷却機能喪失

※：破線は一度機能喪失した緩和系は回復しないという前提において、当該起因事象発生と同時に喪失する成功パスを示すもの



各起因事象におけるイベントツリー（津波：ＳＦＰ燃料損傷） 
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起因事象：外部電源喪失 

外部電源喪失
非常用所内電源

からの給電

 *1消防ポンプ等による
注水シナリオへ移行

SFP冷却系による
冷却

成功
冷却成功

燃料取替用水
ポンプによる注水

成功

失敗

燃料取替用水タンクに
よる水源の確保

成功
冷却成功

 *1消防ポンプ等による
注水シナリオへ移行

消防ポンプ等による
注水

冷却成功

燃料損傷
失敗

失敗

成功

*1消防ポンプ等による注水シナリオ

失敗

失敗

成功



 

 
フロントライン系とサポート系の関連表（津波：ＳＦＰ燃料損傷） 
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補機冷却水の喪失／SFP 冷却機能喪失

 
フロントライン系  

SFP 冷却系による冷却 
燃料取替用水ポンプによ

る注水 
燃料取替用水タンクによ

る水源の確保 
消防ポンプ等による注水

6.6kV AC 電源 ○ ○   
440V AC 電源 ○ ○   
125V DC 電源     
115V AC 電源     

バッテリー     
非常用所内電源     

外部電源系 ○ ○   
補機冷却水系 ○    

海水系 ○    
計器用空気系     
再循環切替     

サ
ポ
ー
ト
系 

RWST     
 
 
 
 
 



 

フロントライン系とサポート系の関連表（津波：ＳＦＰ燃料損傷） 
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外部電源喪失 

 
フロントライン系  

非常用所内電源から

の給電 
SFP 冷却系による冷

却 
燃料取替用水ポンプ

による注水 
燃料取替用水タンク

による水源の確保 
消防ポンプ等による

注水 

6.6kV AC 電源 ○ ○ ○   
440V AC 電源 ○ ○ ○   
125V DC 電源 ○ ○ ○   
115V AC 電源 ○ ○ ○   

バッテリー ○ ○ ○   
非常用所内電源  ○ ○   

外部電源系      
補機冷却水系  ○    

海水系 ○ ○ ○   
計器用空気系      
再循環切替      

サ
ポ
ー
ト
系 

RWST      
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各影響緩和機能の系統図（津波：SFP燃料損傷）

非常用所内電源からの給電（フロントライン系）

各サポート系については、以下のとおり
整理した。

①6.6kV AC電源
②440V AC電源
③125V DC電源
④115V AC電源
⑤バッテリー
⑥補機冷却水系
⑦海水系

具体的な系統については、①~⑤は
(6/8)、⑥⑦は(8/8) に示す。

③-1：125V DC電源（起動、運転）
④：115V AC電源（制御）

⑤：バッテリー

燃料油
サービスタンク

内燃機関
（ディーゼル機関）

ディーゼル
発電機盤

ディーゼル発電機
コントロールセンタ

②-2：440V AC電源

（電力供給）

⑦：海水系（内燃機関冷却）

メタクラへ

ディーゼル発電機
電圧計

空気だめ

DG関連配管

（燃料油配管等）

燃料油
貯蔵タンク

燃料油移送ポンプ
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各影響緩和機能の系統図（津波：SFP燃料損傷）

燃料ピットポンプ

⑥：補機冷却水系
（燃料ピットクーラ冷却）

使用済燃料ピット

燃料ピットクーラ

使用済燃料ピット冷却系による冷却（フロントライン系）

燃料ピット冷却系配管（循環ライン）

各サポート系については、以下のとおり
整理した。

①6.6kV AC電源
②440V AC電源
③125V DC電源
④115V AC電源
⑤バッテリー
⑥補機冷却水系
⑦海水系

具体的な系統については、①~⑤は
(6/8)、⑥⑦は(8/8) に示す。

現場操作箱

②-2：440V AC電源（ポンプ運転）
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各影響緩和機能の系統図（津波：SFP燃料損傷）

燃料取替用水ポンプ

②-2：440V AC電源（ポンプ運転）

使用済燃料ピット

燃料取替用水ポンプによる注水（フロントライン系）

現場操作箱非常用ピット冷却系配管
（燃料取替用水ポンプから使用済燃料ピットまで）

各サポート系については、以下のとおり
整理した。

①6.6kV AC電源
②440V AC電源
③125V DC電源
④115V AC電源
⑤バッテリー
⑥補機冷却水系
⑦海水系

具体的な系統については、①~⑤は
(6/8)、⑥⑦は(8/8) に示す。

燃料取替用水タンク
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各影響緩和機能の系統図（津波：SFP燃料損傷）

燃料取替用水タンクによる水源の確保（フロントライン系）

各サポート系については、以下のとおり
整理した。

①6.6kV AC電源
②440V AC電源
③125V DC電源
④115V AC電源
⑤バッテリー
⑥補機冷却水系
⑦海水系

具体的な系統については、①~⑤は
(6/8)、⑥⑦は(8/8) に示す。

燃料取替用水タンク

高圧
注入系統

内部
スプレ系統

燃料取替用水系配管

使用済燃料ピット

内部
スプレヘッダ

余熱除去系統

M

余熱除去系配管

高圧注入系配管

内部スプレ系配管

M

M余熱除去クーラ

原子炉容器

ほう酸注入タンク
RCS

低温側

M
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各影響緩和機能の系統図（津波：SFP燃料損傷）

使用済燃料ピット

ホース

可搬式消防ポンプ
可搬式消防ポンプ用燃料

海水

淡水タンク

１次系純水タンク

燃料取扱建屋内消火栓

屋外消火栓

１次系純水ポンプ

ホース

②-2：440V AC電源（ポンプ運転）

空冷式非常用発電装置による給電

空冷式非常用発電装置

空冷式非常用
発電装置

中継・接続盤

消防ポンプ等による注水（フロントライン系）

ディーゼル消火ポンプ

防火水槽

各サポート系については、以下のとおり
整理した。

①6.6kV AC電源
②440V AC電源
③125V DC電源
④115V AC電源
⑤バッテリー
⑥補機冷却水系
⑦海水系

具体的な系統については、①~⑤は
(6/8)、⑥⑦は(8/8) に示す。
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各影響緩和機能の系統図（津波：SFP燃料損傷）

：④115V AC電源

：②440V AC電源

：①6.6kV AC電源

：③125V DC電源

：⑤バッテリー

系統の説明

動力変圧器

原子炉コントロールセンタ

非常用所内電源

外部電源

①

計器用分電盤

②-2

③-1

④

②-1

③-2

②-1

②-2

直流き電盤

中央制御室直流分電盤

計器用電源盤

パワーセンタパワーセンタ

原子炉コントロールセンタ

①6.6kV AC電源、②440V AC電源、③125V DC電源、
④115V AC電源、⑤バッテリー （サポート系）

リレー室直流分電盤

③-2

蓄電池

整流器

ドロッパ盤

メタクラ
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各影響緩和機能の系統図（津波：SFP燃料損傷）

燃料油
サービスタンク

内燃機関
（ディーゼル機関）

ディーゼル
発電機盤

ディーゼル発電機
コントロールセンタ

②-2：440V AC電源

（電力供給）

⑦：海水系（内燃機関冷却）

メタクラへ

ディーゼル発電機
電圧計

非常用所内電源（サポート系）

空気だめ

DG関連配管

（燃料油配管等）

③-1：125V DC電源（起動、運転）
④：115V AC電源（制御）

⑤：バッテリー

燃料油
貯蔵タンク

燃料油移送ポンプ

各サポート系については、以下のとおり
整理した。

①6.6kV AC電源
②440V AC電源
③125V DC電源
④115V AC電源
⑤バッテリー
⑥補機冷却水系
⑦海水系

具体的な系統については、①~⑤は
(6/8)、⑥⑦は(8/8) に示す。
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各影響緩和機能の系統図（津波：SFP燃料損傷）

⑥ 補機冷却水系、 ⑦海水系（サポート系）

各サポート系については、以下の
とおり整理した。

①6.6kV AC電源
②440V AC電源
③125V DC電源
④115V AC電源
⑤バッテリー
⑥補機冷却水系
⑦海水系

具体的な系統については、①~⑤
は(6/8)、⑥⑦は(8/8) に示す。

１次系冷却水クーラ

放水口

⑦：海水系（ＤＧの冷却）

非常用所内電源
海水系

1次系冷却水

タンク

１次系冷却水ポンプ

現場操作箱

海水

海水ポンプ現場操作箱

②-1：440V AC電源（ポンプ運転）
③-1：125V DC電源

（起動のための遮断器投入）

海水系配管

1次系冷却水配管

M

格納容器冷却水クーラ

②-1：440V AC電源（ポンプ運転）
③-1：125V DC電源 （起動のための遮断器投入）

格納容器冷却水系配管

⑥

⑥

格納容器
冷却水タンク

格納容器冷却水ポンプ

現場操作箱

補機冷却水系
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各影響緩和機能のフォールトツリー（津波：SFP燃料損傷）

非常用所内電源からの給電（フロントライン系）

ディーゼル発電機失敗 ディーゼル発電機燃料供給失敗

ディーゼル発電機
コントロールセンタ

機能喪失

ディーゼル
発電機

コントロール
センタ
7.8m 

⑦海水系
3.7m

内燃機関
（ディーゼル機関）

失敗

ディーゼル
発電機盤
機能喪失

ディーゼル
発電機盤

7.8m 

燃料油
移送ポンプ

7.8m 

燃料油
サービス

タンク
（－）

②440V
AC電源
4.0m 

内燃機関
(ディーゼル

機関)
7.8m 

ディーゼル
発電機
電圧計
17.0m 

③125V
DC電源
4.0m 

④115V
AC電源
4.0m 

⑤バッテリー
11.1m 

空気だめ
（－）

燃料油
貯蔵タンク

（－）

非常用所内電源からの給電 失敗
3.7m  

各サポート系については、
以下のとおり整理した。
①6.6kV AC電源(5/10)
②440V AC電源(5/10)
③125V DC電源(6/10)
④115V AC電源(7/10)
⑤バッテリー(7/10)
⑥補機冷却水系(9/10)
⑦海水系(10/10)
具体的な系統については、
（ ）のページに示す。
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各影響緩和機能のフォールトツリー（津波：SFP燃料損傷）

使用済燃料ピット冷却系による冷却（フロントライン系）

使用済燃料ピット冷却系による
冷却 失敗

3.7m 

燃料ピット
ポンプ失敗

燃料
ピットポンプ

11.1m 

燃料ピット
クーラ失敗

⑥補機
冷却水系

3.7m 

燃料ピット
クーラ
（－）

②440V
AC電源

4.0m 
各サポート系については、
以下のとおり整理した。
①6.6kV AC電源(5/10)
②440V AC電源(5/10)
③125V DC電源(6/10)
④115V AC電源(7/10)
⑤バッテリー(7/10)
⑥補機冷却水系(9/10)
⑦海水系(10/10)
具体的な系統については、
（ ）のページに示す。

燃料
ピットポンプ
現場操作箱

11.1m
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各影響緩和機能のフォールトツリー（津波：SFP燃料損傷）

燃料取替用水ポンプによる注水（フロントライン系）

燃料取替用水ポンプによる
注水 失敗

4.0m

燃料取替用水ポンプ
11.1m 

燃料取替用水
ポンプ失敗

燃料取替用水ポンプ
現場操作箱

11.1m 

各サポート系については、
以下のとおり整理した。
①6.6kV AC電源(5/10)
②440V AC電源(5/10)
③125V DC電源(6/10)
④115V AC電源(7/10)
⑤バッテリー(7/10)
⑥補機冷却水系(9/10)
⑦海水系(10/10)
具体的な系統については、
（ ）のページに示す。

②440V
AC電源

4.0m 

燃料取替用水タンクによる水源の確保
（フロントライン系）

燃料取替用水タンクによる
水源の確保 失敗

（－）

燃料取替用水タンク
（－）

燃料取替用水タンク
( - )
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各影響緩和機能のフォールトツリー（津波：SFP燃料損傷）

各サポート系については、
以下のとおり整理した。
①6.6kV AC電源(5/10)
②440V AC電源(5/10)
③125V DC電源(6/10)
④115V AC電源(7/10)
⑤バッテリー(7/10)
⑥補機冷却水系(9/10)
⑦海水系(10/10)
具体的な系統については、
（ ）のページに示す。

消防ポンプ等による注水（フロントライン系）

消防ポンプ等による注水 失敗
32.0m 

可搬式消防ポンプ
32.0m

ホース
32.0m 

消防ポンプによる注水機能喪失 淡水タンクによる注水機能喪失

水源喪失消火栓機能喪失

1次系純水タンクによる
注水機能喪失

1次系純水
ポンプ
11.1m 

②440V
AC電源

4.0m 

可搬式消防
ポンプ用燃料

32.0m 

空冷式非常
用発電装置

17.5m 

水源喪失

1次系純水タンク
( - )

1次系純水
ポンプ

機能喪失

淡水タンク
( - ) 屋外消火栓

( - ) 

空冷式非常
用発電装置
中継・接続盤

11.1m

ホース
32.0m 

ディーゼル
消火ポンプ

11.2m 燃料取扱建屋
内消火栓

( - ) 

防火水槽
( - ) 

水源喪失
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各影響緩和機能のフォールトツリー（津波：SFP燃料損傷）

①6.6kV AC電源（サポート系）

6.6kV AC電源喪失
4.0m 

メタクラ
11.1m ①6.6kV

AC電源
4.0m 

動力変圧器
11.1m

440V AC電源喪失
4.0m 

原子炉
コントロール

センタ
18.4m 

パワー
センタ
11.1m 

非常用所内
電源
3.7m 

外部電源
4.0m 

②440V AC電源（サポート系）

各サポート系については、
以下のとおり整理した。
①6.6kV AC電源(5/10)
②440V AC電源(5/10)
③125V DC電源(6/10)
④115V AC電源(7/10)
⑤バッテリー(7/10)
⑥補機冷却水系(9/10)
⑦海水系(10/10)
具体的な系統については、
（ ）のページに示す。
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各影響緩和機能のフォールトツリー（津波：SFP燃料損傷）

③125V DC電源（サポート系）

125V DC電源喪失
4.0m 

電源供給失敗

整流器
11.1m

②440V
AC電源
4.0m 

直流き電盤
11.1m 

各サポート系については、
以下のとおり整理した。
①6.6kV AC電源(5/10)
②440V AC電源(5/10)
③125V DC電源(6/10)
④115V AC電源(7/10)
⑤バッテリー(7/10)
⑥補機冷却水系(9/10)
⑦海水系(10/10)
具体的な系統については、
（ ）のページに示す。

中央制御室
直流分電盤

17.0m 

リレー室直流分電盤
11.5m 

ドロッパ盤
11.1m 
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各影響緩和機能のフォールトツリー（津波：SFP燃料損傷）

④115V AC電源（サポート系）

115V
AC電源喪失

4.0m 

電源供給失敗

②440V
AC電源
4.0m 

③125V
DC電源
4.0m 

計器用
電源盤
11.5m 

計器用
分電盤
11.5m 

⑤バッテリー（サポート系）

バッテリー喪失
11.1m 

蓄電池
11.1m 

各サポート系については、
以下のとおり整理した。
①6.6kV AC電源(5/10)
②440V AC電源(5/10)
③125V DC電源(6/10)
④115V AC電源(7/10)
⑤バッテリー(7/10)
⑥補機冷却水系(9/10)
⑦海水系(10/10)
具体的な系統については、
（ ）のページに示す。
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各影響緩和機能のフォールトツリー（津波：SFP燃料損傷）

ディーゼル発電機失敗 ディーゼル発電機燃料供給失敗

ディーゼル発電機
コントロールセンタ

機能喪失

ディーゼル
発電機

コントロール
センタ
7.8m 

⑦海水系
3.7m 

内燃機関
（ディーゼル機関）

失敗

ディーゼル
発電機盤
機能喪失

ディーゼル
発電機盤

7.8m 

燃料油
移送ポンプ

7.8m 

燃料油
サービス

タンク
（－）

②440V
AC電源
4.0m 

内燃機関
(ディーゼル

機関)
7.8m 

ディーゼル
発電機
電圧計
17.0m 

③125V
DC電源
4.0m 

④115V
AC電源
4.0m 

⑤バッテリー
11.1m 

空気だめ
（－）

燃料油
貯蔵タンク

（－）

非常用所内電源（サポート系）

非常用所内電源喪失
3.7m 

各サポート系については、
以下のとおり整理した。
①6.6kV AC電源(5/10)
②440V AC電源(5/10)
③125V DC電源(6/10)
④115V AC電源(7/10)
⑤バッテリー(7/10)
⑥補機冷却水系(9/10)
⑦海水系(10/10)
具体的な系統については、
（ ）のページに示す。
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各影響緩和機能のフォールトツリー（津波：SFP燃料損傷）

⑥補機冷却水系（サポート系）
各サポート系については、
以下のとおり整理した。
①6.6kV AC電源(5/10)
②440V AC電源(5/10)
③125V DC電源(6/10)
④115V AC電源(7/10)
⑤バッテリー(7/10)
⑥補機冷却水系(9/10)
⑦海水系(10/10)
具体的な系統については、
（ ）のページに示す。

補機冷却水系喪失
3.7m

1次系冷却水ポンプ
失敗

1次系
冷却水ポンプ

11.1m

1次系冷却水ポンプ
現場操作箱

11.1m

1次系冷却水
クーラ
（－）

⑦海水系
3.7m

1次系冷却水クーラ
機能喪失

②440V
AC電源

4.0m

③125V
DC電源
4.0m※

※再循環時を除く

格納容器冷却水系統
失敗

格納容器
冷却水ポンプ失敗

格納容器
冷却水ポンプ

11.1m

格納容器
冷却水ポンプ
現場操作箱

11.1m

格納容器
冷却水クーラ

（－）

⑦海水系
3.7m

格納容器
冷却水クーラ機能喪失

②440V
AC電源

4.0m

③125V
DC電源
4.0m※

※再循環時を除く

1次系冷却水系統
失敗
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各影響緩和機能のフォールトツリー（津波：SFP燃料損傷）

⑦海水系（サポート系）

各サポート系については、
以下のとおり整理した。
①6.6kV AC電源(5/10)
②440V AC電源(5/10)
③125V DC電源(6/10)
④115V AC電源(7/10)
⑤バッテリー(7/10)
⑥補機冷却水系(9/10)
⑦海水系(10/10)
具体的な系統については、
（ ）のページに示す。

海水系 喪失
3.7m 

海水ポンプ失敗

②440V
AC電源

4.0m

③125V
DC電源
4.0m 

海水ポンプ
3.7m 

海水ポンプ
現場操作箱

5.12m 



イベントツリーの許容津波高さ及びクリフエッジ評価（津波：ＳＦＰ燃料損傷） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

添
付

5
-
(
2
)
-
1
6

(
1
/
2
)

起因事象：補機冷却水の喪失、 

ＳＦＰ冷却機能喪失

燃料取替用水タンク
による水源の確保

冷却成功
成功

成功

失敗

成功パス①

失敗

冷却成功

補機冷却水の喪失
SFP冷却機能喪失

SFP冷却系による
冷却

燃料取替用水
ポンプによる注水

失敗

成功

4.00m

3.70m

消防ポンプ等による
注水

燃料損傷

冷却成功

成功

失敗

注） 水源として用いられる海水は、津波の影響がない状況から使用する。

成功パス②

*1 消防ポンプ等による注水シナリオ

32.00m

 *1 消防ポンプ等による
注水シナリオへ移行

※：破線は一度機能喪失した緩和系は回復しないという前提において、当該起因事象発生と同時に喪失する成功パスを示すもの



イベントツリーの許容津波高さ及びクリフエッジ評価（津波：ＳＦＰ燃料損傷） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

起因事象：補機冷却水の喪失、 

ＳＦＰ冷却機能喪失、 
外部電源喪失 

補機冷却水の喪失
ＳＦＰ冷却機能喪失

外部電源喪失

非常用所内電源
からの給電

 *1 消防ポンプ等による
注水シナリオへ移行

SFP冷却系による
冷却

成功 冷却成功

燃料取替用水
ポンプによる注水

成功

失敗

燃料取替用水タンクに
よる水源の確保

成功 冷却成功

 *1 消防ポンプ等による
注水シナリオへ移行

消防ポンプ等による
注水

冷却成功

燃料損傷

成功パス

失敗

失敗

成功

*1 消防ポンプ等による注水シナリオ

失敗

失敗

成功
3.70m

注）水源として用いられる海水は、津波の影響がない状況から使用する。

32.00m

※：破線は一度機能喪失した緩和系は回復しないという前提において、当該起因事象発生と同時に喪失する成功パスを示すもの
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イベントツリーの許容津波高さ及びクリフエッジ評価（緊急安全対策前）（津波：ＳＦＰ燃料損傷） 
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起因事象：補機冷却水の喪失、 

ＳＦＰ冷却機能喪失

燃料取替用水タンク
による水源の確保

冷却成功
成功

成功

失敗

成功パス

失敗

燃料損傷

冷却成功

補機冷却水の喪失
SFP冷却機能喪失

SFP冷却系による
冷却

燃料取替用水
ポンプによる注水

燃料損傷
失敗

成功

4.00m

3.70m

※：破線は一度機能喪失した緩和系は回復しないという前提において、当該起因事象発生と同時に喪失する成功パスを示すもの



イベントツリーの許容津波高さ及びクリフエッジ評価（緊急安全対策前）（津波：ＳＦＰ燃料損傷） 

 
 
 
 
 
 
 

起因事象：補機冷却水の喪失、 

ＳＦＰ冷却機能喪失、 
外部電源喪失 

補機冷却水の喪失
ＳＦＰ冷却機能喪失

外部電源喪失

非常用所内電源
からの給電

SFP冷却系による
冷却

成功
冷却成功

燃料取替用水
ポンプによる注水

成功

失敗

燃料取替用水タンクに
よる水源の確保

成功 冷却成功

燃料損傷
失敗

失敗

失敗

成功

3.70m

燃料損傷

燃料損傷

※：破線は一度機能喪失した緩和系は回復しないという前提において、当該起因事象発生と同時に喪失する成功パスを示すもの
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